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１ はじめに 

本地域で平成１３年度より“豊かな自然環境の中で、一人ひとりの夢を実現する学校づ

くり”を基本コンセプトに掲げて連携型中高一貫教育が開始され、６年が経過した。開始

時に中学に入学してきた生徒が、中高一貫教育の全課程を終了し、高校を卒業した。開始

以来、様々な取組みを実施し、成果や課題を検討して、内容の充実・発展に取り組んでき

た。これまでの６年間の取組みを再検証し、更なる実践に取り組む時期を迎えている。 

本年度は、安下庄高校が中高一貫教育を実施して以来取り組んできた、一人ひとりの学

力の充実を目指したシステムの検証を引き続き中高教員で行うとともに、定期テストの共

通化によるデータ分析において、度数分布表を作成するという新たな取組みもスタートさ

せた。また、平成１６年度に作成した「安下庄高校が求める５教科の力」を、平成１９年

度からスタートする山口県立周防大島高等学校にあわせて「周防大島高校が求める５教科

の力」に改め、改訂作業をさらに継続して行った。中学校教員が主体となって、従来の記

述中心のものから演習問題を多く取り入れたものへと改訂することで、中学生にとってよ

り使いやすくなった。 

中高一貫教育の様々な取組みの多くは、劇的に変化したり、成果が顕著に現れたりする

ものではなく、日々の地道な活動が基盤となっている。連携型中高一貫教育を開始して６

年が経過した現在、開始当時には見られなかった新たな課題や問題も見えてきたが、中高

教員相互の協議を重ね、全教員の共通理解を図りながら、課題の一つ一つを着実に克服し

て前進している。 
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２ 地域・学校の概要 

（１）地域の概要 

本地域は瀬戸内海に浮かぶ周防大島（屋代島）の東部に位置し、豊かな自然に恵まれ

た環境の中でみかんを中心とした農業と漁業の盛んな島である。本州と島を結ぶ大島大

橋が開通してから、島で暮らす人々の生活の変容ぶりには目を見張るものがあるが、澄

んだ空気と、のどかな雰囲気は今も昔も変わらないままである。 

本地域は日本中を旅した民俗学者・宮本常一の出身地であり、故人の遺志を継ぐ動き

として、学びの場である『郷土大学』の講義が定期的に行われている。また、平成１６

年にオープンした周防大島文化交流センターには、宮本常一が残した膨大な数の写真の

デジタルデータが保存されており、宮本常一の足跡を全国に発信している。この宮本常

一の研究手法を学ぶことによって、子供たちがより深くふるさと大島について学び、大

島を愛する心を育てることを試みている。 

また、地域住民の学校教育に対する関心の高さは、安下庄高等学校の前身である旧制

安下庄中学校が全国でも珍しい町立中学校として創立した歴史があることからもうかが

える。町当局の学校教育への理解も深く、地域の教育力で学校が支えられている。 

なお、大島郡では、昭和３８年にハワイ州カウアイ島と姉妹島縁組みを結んでおり、

平成１０年度から平成１７年度までの間に、安下庄高校の２年生がハワイ修学旅行を７

回実施するなど、ハワイ州との交流が盛んである。 

平成１６年１０月１日に大島郡の４町が合併して、周防大島町として新たに動き始め

た。近年の少子化と若者の流出により高齢化の一途を辿ってはいるが、高齢者の福祉制

度の充実やブロードバンド化の推進、周防大島町の良さを再発見する様々なイベントが

企画されるなど、高齢者にとって住みよい、活力に溢れる町である。 

（２）学校の概要 

本地域では、島の中央に位置する山口県立安下庄高等学校と近隣の周防大島町立安下

庄中学校・日良居中学校・東和中学校の３中学校が平成１３年度から県内初の連携型中

高一貫教育校としてスタートした。 

安下庄高校は全校生徒１６９名の小規模校であるが、そのメリットを最大限生かすた

めに、１学年の国語・数学・英語と、２学年の一部の授業で習熟度別少人数指導を行い、

きめ細かな指導を実施している。 

連携中学校の中で、最も安下庄高校に近い安下庄中学校は各学年１クラスで、生徒数

８０名で連携中学校の中で一番生徒数の多い学校である。次に近い日良居中学校は全校

生徒数３０名という小規模校である。高校から最も離れた距離にある東和中学校は生徒

数６５名である。 

連携３中学校ともに連携型中高一貫教育に加えて、平成１７年度から地域の小学校と

の小中連携にも取り組んでいる。これにより、橘・東和地域全体が地域の子供たちは地

域で育てるという体制が整い、小学校から高校までの１２年間という大きなスパンで教

育活動に取り組むことができるようになった。 
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（３）実践研究組織 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）実践研究の経過 

平成１８年度 

     4 月 5 日 ○第１回橘・東和地域中高一貫教育合同研修会（安下庄高校；４校の全教職員が参加） 

◇第１回管理職連絡調整会議 

◆第１回教務部－中高一貫教育部主任会議 

     4 月 27 日  ・連携中学校の保護者への安下庄高等学校や中高一貫教育の概要説明（日良居中学校） 

     5 月 1 日    ◆第２回教務部－中高一貫教育部主任会議（安下庄中学校）  

     5 月 2 日  ・連携中学校教員によるカウンセリング活動（日良居中学校教諭が来校） 

     5 月 8 日  ・連携中学校教員によるカウンセリング活動（安下庄中学校教諭が来校） 

     5 月 9 日    ☆中高教員の相互交流授業（1学期）開始  

橘・東和地域中高一貫教育開発研究小委員会（事務局：安下庄高校） 

○ 連携校の校長、教頭および関係教職員 

・ 安下庄高等学校：校長、教頭、事務長、教務部主任、中高一貫部主任 

・ 安下庄中学校・日良居中学校・東和中学校：校長、教頭、教務主任 

橘・東和地域中高一貫教育研究委員会（事務局：安下庄高校） 

○ 市町村教育委員会関係者 

・周防大島町教育委員会教育長・学校教育課長 

○ 連携校の校長、教頭および関係教職員 

・ 安下庄高等学校：校長、教頭、事務長、教務部主任、中高一貫部主任、 

学校評議員代表等 

・ 安下庄中学校・日良居中学校・東和中学校：校長、教頭、教務主任 

・ 町立安下庄小学校・町立城山小学校・町立島中小学校：校長 

○ 県教育委員会関係職員 

・ 義務教育課（指導班） 

・ 高校教育課（普通教育班・高校改革推進班） 

山口県教育委員会 

教科別研修会・専門部会 

○ 教科別研修会 

○ 管理職部会 

○ 教務部会 

○ 進路指導部会 

○ 生徒指導部会 

○ 生徒会担当部会 

○ 情報部会 

○ 総合的な学習の時間 担当者部会 

教務部－中高一貫教育部主任会議 

中高一貫行事担当者会議 

○ ボランティア活動 

○ ふれあいマラソン大会 

○ ふれあいみかん収穫作業 

○ 私の主張・郷土おおしま発表大会 

周防大島町教育委員会 
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     5 月 10 日  ・連携中学校教員によるカウンセリング活動（東和中学校教諭が来校） 

     5 月 26 日  ・総合的な学習の時間（安下庄高校）1学年バスハイク（陸奥記念館・周防大島文化交流 

センター、日本ハワイ移民資料館・久賀民俗資料館） 

     6 月 5 日    ◆第３回教務部－中高一貫教育部主任会議（日良居中学校） 

     6 月 7 日  ・総合的な学習の時間（安下庄高校）特別講義：「地域調査の進め方」「周防大島の女性 

の暮らしを掘り起こす」「大島の昔の歌について」｢周防大島の万葉の植物｣ 

     6 月 19 日 ○第２回橘・東和地域中高一貫教育合同研修会（橘総合センター） 

     7 月 3 日    ◆第４回教務部－中高一貫教育部主任会議（東和中学校） 

     7 月 4 日  ・第１回「ふれあいみかん収穫作業」担当者会議（安下庄高校） 

     7 月 10 日  ・高教研理化部会において中学教員とのＴ・Ｔを研究授業として実施（安下庄高校） 

     7 月 11 日  ・東和中学校教諭による道徳の研究授業を安下庄高校 1年生対象に実施（安下庄高校） 

     7 月 13 日  ・安下庄高校の食育に関する講演会に、連携中学校の養護教諭が参加 

     7 月 15 日  ・周防大島高校オープンキャンパス（安下庄高校） 

     7 月 21 日  ・安下庄中学校の生徒が総合学習の一環として安下庄高校の歴史等について取材 

     8 月 7 日 ○第３回橘・東和地域中高一貫教育合同研修会（橘総合センター、安下庄中学校） 

◇第２回管理職連絡調整会議 

     8 月 17 日～19 日 ・イングリッシュキャンプ（英語サマーセミナー）･･･橘ウインドパーク 

    (夏期休業中随時) ・各種ボランティア活動実施（花火大会、２４時間テレビなど） 

    9 月 3 日  ・安下庄高等学校第５９回体育祭に連携中学校ほかから招待リレーに参加 

    9 月 10 日  ・日良居中学校秋季大運動会におけるボランティア活動（安高生１年５名が参加） 

     9 月 13 日    ☆中高教員の相互交流授業（２学期）開始 

     9 月 27 日   ・安下庄高校・安下庄中学校生徒による交通安全キャンペーン 

    10 月 3 日           ◆第５回教務部－中高一貫教育部主任会議（安下庄高校） 

    10 月 20 日  ・安下庄中学校公開授業「人間関係づくり」に安下庄高校教諭が参加 

    10 月 25 日  ・連携中学校養護教員によるカウンセリング活動（東和中学校養護教諭が来校） 

    10 月 28 日  ・安下庄高校の日良居中学校出身生徒が日良居中学校文化祭に作品を出品 

    10 月 31 日  ・連携中学校養護教員によるカウンセリング活動（日良居中学校養護教諭が来校） 

    11 月 1 日 ○周防大島高等学校設置式（安下庄高校） 

         ・連携中学校養護教員によるカウンセリング活動（安下庄中学校養護教諭が来校） 

    11 月 6 日 ○第４回橘・東和地域中高一貫教育合同研修会（東和中学校） 

◇第３回管理職連絡調整会議 

◆第６回教務部－中高一貫教育部主任会議 

    11 月 8 日～9 日  ・安下庄高校教諭２名が中高一貫教育校（京都市立西京高等学校、京都府立園部高等学 

校）を学校訪問 

    11 月 13 日  ・第２回「ふれあいみかん収穫作業」担当者会議（安下庄高校） 

    11 月 17 日  ・安下庄高校の人権教育講演会を連携３中学校に案内 

    11 月 19 日 ○周防大島高等学校学校説明会（中学生・保護者対象、橘総合センター） 

    11 月 19 日 ○周防大島高等学校学校説明会（中学校の進路担当者対象、安下庄高校） 

   11 月 22 日  ・ふれあいマラソン大会（終了後ふれあいみかん収穫作業参加生徒の打ち合わせを実施） 

    11 月 27 日  ・東和中学校進路相談会に安下庄高校教諭（３名）が参加 

    12 月 1 日  ・御調地域連携型中高一貫教育公開研究会に連携校から６名が参加 

       ・第１回「私の主張・郷土おおしま」発表大会担当者会議（安下庄高校） 

    12 月 12 日  ・ふれあいみかん収穫作業 

 1 月 10 日           ◆第７回教務部－中高一貫教育部主任会議（安下庄中学校） 
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     1 月 15 日       ・高校 3年生進路内定者によるキャリアセミナー（安下庄中学校） 

     1 月 16 日       ・高校 3年生進路内定者によるキャリアセミナー（東和中学校） 

     1 月 18 日 ◎平成１８年度橘・東和地域中高一貫教育研究委員会（安下庄高校） 

     1 月 22 日       ・高校 3年生進路内定者によるキャリアセミナー（日良居中学校） 

     1 月 25 日       ・「私の主張・郷土おおしま」発表大会 

     2 月 4 日  ・サザンセトロードレースにおけるボランティア活動（東和中全校生徒） 

     2 月 7 日・8日  ・連携型中高一貫教育に係る入学者選抜 

     2 月 22 日           ◆第８回教務部－中高一貫教育部主任会議（日良居中学校）  

     3 月 5 日 ○第５回橘・東和地域中高一貫教育合同研修会（安下庄高校；４校の全教職員が参加） 

◇第４回管理職連絡調整会議（久賀高校および久賀中学校の管理職・教員も参加） 

◆第９回教務部－中高一貫教育部主任会議 

     3 月 16 日       ・連携中学校の安下庄高校入学予定者を対象とした、ゆとりを生かした春休み学習会① 

     3 月 23 日       ・連携中学校の安下庄高校入学予定者を対象とした、ゆとりを生かした春休み学習会② 
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３ 実践内容とその成果および課題 

（１）本地域の目指す中高一貫教育 

○ コンセプト 

 

 

 

 

○ コンセプトを実現するための３つの柱となる教育活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

本地域の中高一貫教育における基本コンセプトを実現するための三本柱として設定さ

れた「一人ひとりの学力の充実をめざす教育」、「６年間を見通したテーマ学習」、「体

験的な学習を重視した学校行事」を研究テーマの中心に据えた。さらに、「６年間を見

通した進路指導」や「６年間を見通した生徒指導」にも取り組み、様々な成果をあげて

きた。 

ア これまでの取組みの概要 

（ア）一人ひとりの学力の充実をめざす教育 

○ 生徒一人ひとりの学力の充実をめざす教育システムの構築（図１参照） 

○ 中高６年間を見通した特色ある教育課程の編成 

・ 中学校における各教科年間指導計画の共通化 

・ 中学校における多様な選択教科の開設 

（「ＢＳ (Basic Study)教科、ＳＳ (Skill Study)教科、ＥＳ (Expression Study)教科」） 
・ 高等学校第１学年の国語・数学・英語における習熟度別少人数指導の実施 

・ 高等学校第２学年から、生徒の個性や進路に応じた多様なコース・系列の設定 

○ 中高教員による指導方法の工夫改善 

○ 基礎学力の定着度の確認方法及び指導方法へのフィードバック 

○ 「周防大島高校が求める５教科の力」の作成および活用方法の工夫・改善 

○ ６年間を見通した計画的な資格取得 

○ 連携中学生の中学校修了後の「ゆとり」を生かした指導の実施（数学科・英語科） 

 

 
豊かな自然環境の中で、一人ひとりの夢を実現する学校づくり 

１ 一人ひとりの学力の充実をめざす教育 

 

２ ６年間を見通したテーマ学習 

 

３ 体験的な学習を重視した学校行事 
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（イ） ６年間を見通したテーマ学習（「郷土おおしま」の取組み） 

○ 学年に応じたテーマ学習の指導法及び評価法の研究 

○ フィールドワークを取り入れた調査方法の研究 

 

（ウ） 体験的な学習を重視した学校行事 

○ 地域との連携を図りつつ、生徒の主体的な取組みを充実させる工夫 

○ 異年齢集団の中での円満な人間関係の育成 

○ 中高担当教員による役割分担の明確化と協力体制の強化 

 

（エ） ６年間を見通した進路指導 

○ 中高６年間を見通した年間指導計画の作成 

○ 生徒一人ひとりが自己の在り方生き方を考え、主体的に進路決定を行うための段

階的・継続的な支援 

○ 中学生を対象とした体験入学・キャリアセミナーの実施・充実 

 

（オ） ６年間を見通した生徒指導 

○ 高校生を対象とした、中学校教員・養護教諭によるカウンセリング活動の実施 

○ 中高６年間の各クラスの学級経営方針・基準の統一への取組み 

○ 自己実現のために必要な課題発見・解決力や、コミュニケーション力・表現力の  

向上 

○ 各種合同行事における、異年齢集団の中での人間関係づくりへの支援 
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（２）実践研究の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度も昨年度に引き続き、生徒一人ひとりの学力の充実をめざす教育システムの改

良点や再検討事項を絞り込んだ。特に、昨年度の協議により作成することになった、３

中学校合同の度数分布表の検証を行うとともに、中学生および中学校教員への効果的な

フィードバックの方法を検討した。 

また、中学校修了段階での中学生の学力を確認できるようにするために、平成１６年

度より本地域独自で作成した「安下庄高校が求める５教科の力」（通称；ガイドライン、

本年度より「周防大島高校が求める５教科の力」に改称）の一層の改訂作業を進めた。

作成以来、中高教員による改訂作業を継続的に行ってきたが、今年度はどの教科とも中

学校教員の主導により改訂作業を進め、今まで以上に中学生に活用しやすいガイドライ

ンへと改訂することができた。 

さらに、中高一貫教育にかかる各種合同行事において、担当者会議での協議の段階か

ら中学校と高校とで役割分担を明確化し、中高の担当教員が協力して学校行事を運営で

きるように工夫した。特に、私の主張・郷土おおしま発表大会では、中学校と高校の生

徒会執行部が司会進行を共同で行うなど、一層の協力体制を構築することができた。 

 

（３）「一人ひとりの学力の充実をめざす教育」の取組み 

ア 中高で連携した特色ある教育課程の編成 

○ 中学校における各教科年間指導計画の共通化  

（ア）取組み  

 

 

 

 

 

○ 連携３中学校の各教科の年間学習指導計画の共通化 

○ 定期テストの共通化に対する中高教員の共通理解の徹底 

○ 中高間および中中間での教科担当者による連絡体制の強化 

○ 生徒一人ひとりの学力を向上させる学力充実システムの再検証 

 

○ 中学校修了時の学力を確認するための「周防大島高校が求める５教科

の力」の改善 

 

○ 体験的な学習を重視した学校行事の実施における中高の協力体制の

強化 
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（イ）成果と課題  

成 果 課 題 

○ 定期テストの共通化の導入とその

ねらいについて、中高教員での共通

理解を図ることができた。 

○ 高等学校を含めた連携校間での教

科研修の機会が増え、指導方法の工

夫など、研修意識が高まり、共通の

課題や指導上の問題点を多角的に

分析することができた。 

○ 基礎学力の定着度の確認および生

徒の学習のつまずき箇所の発見が

容易になった。 

○ 年間指導計画を学校・教科間で再

確認し、計画的な指導の徹底を図る

必要がある。 

○ 教科担当者間での連絡をより密に

し、年間を通じて、より系統的・効

果的な指導が実施できるよう努力

する必要がある。 

（ウ）今後の展望  

指導計画の共通化が始まって６年目になり、定期テストや指導計画の共通化が定

着してきた。しかし、中高の教員一人ひとりがもう一度出発地点に立ち戻り、日々

の授業実践における指導の質的向上をねらった当初のねらいを考え直すとともに、

教科ごとに十分な協議を行い、年間指導計画や定期テストの共通化に関する研究や

実践をより発展させる必要がある。 

また、本年度は年間指導計画の様式も３校で共通化し、中学校間の連携を一層強

くすることができた。今後、更なる分析を進めるためにも共通化する部分を絞り込

み、分析した結果を日頃の授業活動にフィードバックすることも踏まえて授業に取

り組んで行くことが必要になると思われる。 

 

○ 中学校における多様な選択教科  

（ア）取組み  

 

    

 

   

  

ＢＳ教科は、ＢＳ１とＢＳ２に分けて実施し、必修教科の補充的学習に重点を置

き、基礎学力の定着をめざしている。ＢＳ１教科については、国語・数学・英語の

３教科を開設した。また、ＢＳ２教科については、社会・理科の２教科を開設した。 

ＳＳ教科では、音楽・美術・保健体育・技術家庭科等の教科を開設し、生徒の個

性や特性を伸ばすことをめざした。 

ＥＳ教科においては、「表現活動」に重点をおき、生徒の自己表現能力を高める

ことをめざしている。 

ＥＳ教科では、高等学校の教育課程を見通し「情報」・「英会話」・「表現」の

教科を開設した。「情報」では、ＩＴ関係の学習を中心に実施し、情報収集やプレ

ゼンテーション能力を養うとともに、学校生活をはじめ生活全般の中で、コンピュ

ータを積極的に活用する態度を養う。「英会話」では、積極的にコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度を養うとともに、英語で自己表現する能力を高める。「表現」

では、国語だけでなく音楽・美術・保健体育等の教科まで幅を広げ、様々な自己表

○ ＢＳ（Basic Study）教科における、必修科目の補充的な学習の実施 

○ ＳＳ（Skill Study）教科における、生徒の個性や特性の伸長 

○ ＥＳ（Expression Study）における生徒の自己表現能力の育成 
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現能力を養う。（表１参照） 

表１ 中学校における多様な選択教科 

（イ）成果と課題  

成 果 課 題 

○ 生徒一人ひとりの能力を生かせる

場面が多くなり、生徒の学習意欲が

向上した。 

○ 選択教科の授業で高 校教員との

Ｔ・Ｔを実施することで、中学生の

興味・関心を高めることができた。 

○ 指導内容や指導方法については、

通常の授業との関連や位置づけも再

検討する必要があると思われる。 

（ウ）今後の展望  

それぞれの選択教科で身に付けさせる基礎学力やねらいを明確にし、生徒・教員

ともに十分に理解して授業に取り組むことが重要である。そして、単なる通常授業

教 科 内   容 

国 語 

・基礎・基本の定着を図るための漢字学習・作文学習や劇、言葉遊

び等の取組み 

・教員作成の教材の活用 

数 学 ・必修数学の復習や、基本問題を中心とした学習 

Ｂ

Ｓ

１ 

英 語 ・単元テストや定期テスト等でつまずいた内容の繰り返し学習 

社 会 ・必修社会の復習や教員作成の教材の活用 Ｂ

Ｓ

２ 理 科 
・興味・関心を持たせる実験や問題集を利用しての基礎・基本を定

着させる学習 

音 楽 ・ギターや管楽器・ピアノなどの演奏技能の修得とアンサンブル 

美 術 ・各自が選んだ制作方法での作品づくり 

保 体 
・バドミントンやレクリエーションスポーツなどを通して運動の基

礎を修得 

Ｓ 

 

Ｓ 

技 術 
・決められた材料を利用しての作品づくりや、コンピュータの基礎

的な学習 

情 報 
・インターネットを利用して情報を収集し、その資料をもとにプレ

ゼンテーションを行うなど、コンピュータを活用した学習 

英会話 

・ビデオ視聴・クイズやゲームによる基本的な日常会話の学習や、

英語で自分を紹介するポスターづくり 

・ＡＬＴや高校教員とのＴ・Ｔで実施 

音 楽 
・民俗芸能ケチャの表現や手拍子でのリズム創作やアンサンブル、

和楽器演奏や歌唱の取組み 

美 術 ・各自の課題に基づく創作活動 

Ｅ 

 

Ｓ 

保 体 ・ダンスやボディーパーカッションによる身体表現活動 
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の補完的な役割としての選択教科ではなく、ＢＳ・ＥＳ・ＳＳのそれぞれの選択教

科について担当教員で十分な協議を重ね、高校での関連する授業内容も考慮し、中

高での継続した指導が行えるよう、検証していく必要がある。 

 

○ 高等学校における習熟度別少人数指導  

（ア）取組み  

   

 

 

 

 

 

 

 

（イ）成果と課題  

成 果 課 題 

○ 生徒の到達度に合った内容を学習

させることができ、個人指導の時間

もとれるので、大変有効である。 

○ 生徒がつまずきやすい箇所を事前

に予測し、重点的に補足説明等を行

うことができ、一人ひとりの理解度

に応じたきめ細かな指導ができた。 

○ 基礎・発展の２段階による習熟度

別学級編成では、生徒の理解度の差

が大きく、生徒の学力差や個性に対

応した指導を行うためにも可能な限

り弾力的な学級編成が必要である。 

○ 少人数であるメリットを生かした

指導方法と評価の方法について、さ

らに協議を進めていく必要がある。 

（ウ）今後の展望  

生徒一人ひとりの学力を向上させる手段として習熟の程度に応じて授業する方

法は有効であると思われる。しかし、基礎・発展の２段階による習熟度別学級編成

では、まだまだ生徒の理解度の差が大きいように思われる。 

来年度より、安下庄高校と久賀高校が統合され、周防大島高校が開校することと

なった。周防大島高校では、習熟度を従来の２段階から更に細分化し、よりきめ細

かな習熟度別少人数指導を実施していくことにしている。細分化されたクラスで多

様な生徒の学習をどこまでサポートできるか、全力で取り組んでいく必要がある。 

 

○ 高等学校における多彩なコース・系列の設置  

（ア）取組み  

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 高等学校１年生を対象に、国語総合（古典分野）、数学Ⅰ･数学Ａ、英語

Ⅰで実施 

○ １学年２クラスを合併させ、生徒の理解度・到達度に合わせて、発展クラ

ス（１クラス）と基礎クラス（２クラス）に分けて授業を展開 

○ 数学・英語において、週一回程度、連携中学校の教員が高等学校を訪れ（数

学３名、英語３名）、Ｔ・Ｔにより、きめ細かな指導を展開 

○ 生徒の進路や興味・関心及び保護者のニーズの多様化に対応するため

に、平成１４年度入学生の２年次の教育課程から２コース・６系列を設

置（図２参照） 

・「アカデミックコース」では、上級学校への進学をめざし、学究的な

学習を展開 

  ・「プラクティカルコース」では、コンピュータや福祉などの、実践的

な学習を展開 
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（イ）成果と課題  

成 果 課 題 

○ 生徒の多様な進路希 望に対応で

き、６年間継続した学習を行うこと

が出来る。 

○ 具体的に進路をしぼり、夢の実現

にむけて目標を設定できる。 

○ ２コース６系列の多様な教科・科

目を効率よく運用するための工夫・

検討が必要である。 

 

（ウ）今後の展望  

高等学校における２コース６系列の設置により、中学生の多様な興味・関心に対

応できるというメリットがある。しかし、同時に、実際の運用面で慎重に検討する

必要がある。今年度は全学年の生徒が新教育課程による授業を受講しており、授業

運用面での課題を精査し、生徒の進路状況や社会情勢を十分に把握して、必要があ

ればコース内容や選択授業の再検討を行うなど、効率的な運用をめざすことが求め

られている。また、多彩な選択授業を開講する上で、各授業を担当する教員の数が

最大の検討課題となってくる。生徒一人ひとりの興味・関心に即した授業の開講が

実現できるよう、教員定数を維持するなど、様々な教育環境を整える必要があると

思われる。 

 

イ 中高教員による指導方法の工夫・改善  

（ア）取組み  

 

    

 

 

   

○ 交流授業における中高教員のＴ・Ｔを中心とした、きめ細かな指導の展

開 

○ 中学校の通常授業における交流授業での指導方法の工夫・改善 

図２ 中高６年間を見通した特色ある教育課程 



 15 

（イ）アンケート実施とその結果  

昨年度同様、今年度末に連携中学生と高校１年生を対象に交流授業に関するアンケー 

トを実施した。 

ａ 中学校における交流授業について 

Ｑ１）国語・数学・英語・音楽の交流授業について、どう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２）交流授業の良い点・悪い点を書いて下さい。 

 

ｂ 高校における交流授業について 

Ｑ１）国語・数学・英語・音楽の交流授業について、どう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 良い点 悪い点 

 

 

国語 

○ 高校でやっていることがわかる。 

○ 色々な国語ゲームをしたので面白か

った。 

○ 文法など難しい単元を丁寧に教えて

くれた。 

○ 慣れていないので頭にすんなり入り

にくい。 

○ ＢＳだけでなく、普通の授業にも来

て欲しい。 

数学 

○ わからないところがあったらすぐに

教えてもらえる。 

○ 中学校とは違った方法での解き方が

わかる。 

○ 自分の力を試せる。 

○ 教え方が難しいことがある。 

英語 

○ 普段の授業で習わないことを教えて

くれる。  

○ ＡＬＴとの交流ができるのでよい。 

○ 発音がいい。 

○ 英語を使う回数が多くなる。 

○ 授業数が少ないこと。 

○ 応用過ぎてわからない。 

○ 普段の授業とあまりかわりがなかっ

た。 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
Ｈ１８ 6 17.1 24 68.6 4 11.4 1 2.9 35 78 69 113
Ｈ１７ 4 22.2 11 61.1 3 16.7 0 0 18 51 73.9 69
Ｈ１８ 16 26.7 36 60 7 11.7 1 1.7 60 66 52.4 126
Ｈ１７ 19 33.3 24 42.1 13 22.8 1 1.8 57 14 19.7 71
Ｈ１８ 26 27.7 54 57.4 13 13.8 1 1.1 94 36 27.7 130
Ｈ１７ 20 32.8 36 59 3 4.9 2 3.3 61 0 0 61
Ｈ１８ 24 28.2 50 58.8 8 9.4 3 3.5 85 46 35.1 131
Ｈ１７ 19 27.5 35 50.7 8 11.6 7 10.1 69 0 0 69

大変役に立つ 役に立つ あまり役に立たない 役に立たない
合計

受けていない
合計

国語

数学

英語

音楽

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
数学 Ｈ１８ 6 23.1 17 65.4 3 11.5 0 0 26 0 0
英語 Ｈ１８ 1 7.7 12 92.3 0 0 0 0 13 10 43.5
数学 Ｈ１８ 3 17.6 2 11.8 5 29.4 7 41.2 17 0 0
英語 Ｈ１８ 3 18.8 7 43.8 2 12.5 4 25 16 2 11.1

Ｈ１８ 9 20.9 19 44.2 8 18.6 7 16.3 43 0 0
Ｈ１７ 3 5.2 28 48.3 20 34.5 7 12.1 58 0 0
Ｈ１８ 4 13.8 19 65.5 2 6.9 4 13.8 29 12 29.3
Ｈ１７ 0 0 9 37.5 12 50 3 12.5 24 35 59.3

全　体
数学

英語

大変役に立つ 役に立つ あまり役に立たない 役に立たない
合計

受けていない

連携中
出身者
連携中

出身者以
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Ｑ２）交流授業の良い点・悪い点を書いて下さい。 

 

今回のアンケート結果で注目すべきは、ｂのＱ１）である。これは高校での交流授業

に対する高校生の評価であるが、同じ数学の交流授業を受けていても、連携中学校出身

の生徒が『大変役に立つ』、『役に立つ』と答えた割合が８８.５％もあるのに対し、連

携中学校以外の中学校出身者は、同じ答えの割合が２９.４％と、１／３にも満たない結

果となった。この結果は英語においても同様で、連携中学校出身の生徒の割合が１００％

であるのに対し、それ以外の中学校出身者の割合は６２.６％となった。このことから、

中高一貫教育における交流授業の実施により、連携中学生は中学校時より高校教員と接

しており、授業や学校行事等を通して人間関係づくりがある程度できているため、高校

入学後も交流授業に対して前向きに取り組もうとする姿勢が出てきているものと思われ

る。このことは、教員が２人いることで分からない箇所を質問しやすい雰囲気ができた

り、また２人で授業を進めることで緊張感のある授業を実施できたりと、交流授業のメ

リットを最大限生かした環境ができていることを示していると思われる。それに対し、

連携中学校出身者以外の生徒は、２人の教員が授業を進める学習環境に馴染んでおらず、

その結果、授業に集中して取り組めていない様子が、アンケート結果からうかがえる。

前向きに授業に取り組む姿勢は、授業内容の理解度の向上へつながる重要な要因であり、

この点から考えても、中学校時に中高教員によるＴ・Ｔ指導を受けてきた連携中学校の

生徒は、学力の向上につながる要因をより強く持っていると言える。交流授業のメリッ

トを生かし、生徒の学力向上を目指すためにも、連携中学校から一人でも多くの生徒が

周防大島高校へ入学することが望まれる。 

 

 良い点 悪い点 

数学 

○ 中学校で教わった先生なので聞き

やすい。 

○ 先生が２人いるので聞く機会が増

える。 

○ 高校の先生に聞けないときに中学

校の先生に聞ける。 

○ 先生１人の方が意見が異なることがな

いため理解しやすい。 

○ 中学校の先生ばかりに頼ってしまう。 

○ 先生にもっと積極的に参加して欲しい。 

○ 連携中出身ではないから役に立たない。 

○ ２人が前に出て教えて欲しい。 

○ 知ってる先生（高校教員）よりも教えて

もらいづらい。 

○ もっとたくさんの時間に来て欲しい。 

英語 

○ 先生が２人いるので聞く機会が増

える。 

○ 知っている先生だと愛着があって

聞きやすい。 

○ （中学校の先生は）難しいことを

言わないので役に立つ。 

○ 色々な教え方で学べる。 

○ 発展クラスにも先生に来て欲しい。 

○ 進むペースが遅くなる。 

○ 中学校の先生がT1をやってもよいので

はないか。 

○ もっと中学校の先生に来て欲しい。 

○ あまり見られると恥ずかしい 
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ウ 基礎学力の定着度の確認方法および指導へのフィードバック  

（ア）取組み  

高等学校では、平成１４年度の入学者選抜から、いわゆる『簡便な入試』を実施し

ているが、この地域に連携型中高一貫教育を導入しても、中・高等学校生の学力をき

ちんと保証し、地域や保護者にも不安を与えないという意味からも少なくとも学力検

査の行われていた５教科については、中高が連携した一人ひとりの学力の定着度の把

握が必要とされ、その方法についての研究を行ってきた。 

学習内容の定着度の確認とそのフィードバックは、その間隔が短いほど効果的であ

ると考えられる。しかし、その場で授業で教えたことの定着度を確認し、その場で理

解不十分な生徒に指導を加えることは実際問題として難しい。しかし、Ｔ・Ｔであれ

ば、一人の教員が授業を進行している間に一方の教員が机間指導等を行って生徒のつ

まずきを早期に発見し、指導できる可能性がある。 

中学校では、国語・社会・数学・理科・英語の５教科について、単元終了ごとに「単

元別テスト」を実施し、基礎的・基本的事項にしぼって、より短いスパンでの定着度

の把握を行い、指導へのフィードバックを迅速化することによって生徒の基礎学力の

向上に努めている。上記５教科の「定期テスト」も定着度の確認に活用している。中

学校では、連携校の定期テスト問題の一部を共通化し、定着度の確認をするための成

績資料作成を中１から高１まで一貫して行うことにした。定期テストの分析を行うた

めに、中高で協力して「教科別診断表」という成績資料を作成している。（表２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ Ｔ・Ｔによるつまずき箇所の発見 

○ 「教科別診断表」や「単元別テスト」を活用した定着度の確認と指導へ

のフィードバック 

○ 定期テストの共通化によるデータを活用した資料（度数分布表）の作成

とフィードバック方法の検討 
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表２ 教科別診断表  
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さらに長いスパンでの学力の定着度を確認するために中高で「基礎力診断テスト」

を実施している。以上のような各種テストを用いた学力の定着度の確認方法とそのフ

ィードバック体制を図示したのが上図である（図３参照）。 

また、定期テスト後のデータ送付から「教科別診断表」作成までにかなりの日数を

要するため、考査時に生徒がつまずいている箇所を直後の指導に生かし、さらに本地

域の中学生の指導重点箇所を探り出す手段が必要となっていた。すべてが数字のデー

タである「教科別診断表」をより効果的に活用し、日頃の授業の指導力向上に資する

ために、昨年度から担当教員の採点上の気付きをまとめた「定期テストの感想・気付

き」という一覧表も「教科別診断表」と同時期に作成し、生徒のつまずき箇所を発見

しやすくするとともに、生徒の不得意分野の解明と日頃の指導との関連性を教員が自

己評価できる機会にもなっている。 

さらに、本年度は定期テストのデータを３中学校全体でまとめ、度数分布表を作成

してより生徒の定着度や教員の指導へのフィードバックに活用する取組みを始めた。

１１月には県共通テストを利用して３中学校でデータを集約し、度数分布表を作成し

て生徒個人に配布することで、中学生はより大きな集団の中で自分の位置を確認でき

る機会となった。中学校教員からは、中学生の学習に対する意識が向上し大いに刺激

になったと、大変好意的に受け止められている。また、中学校教員自身も自らの指導

方法を改善する良いきっかけとなっているようである。学習は各個人で行うべきもの

で、競争心を煽りすぎると逆効果になってしまうが、母集団の小さな学校では、自ら

の現状を知り学習意欲をさらに高めていくことが非常に難しく、今回の度数分布表の

作成および生徒への配布は、大変有効であったと考えられる。 

 

図３ 定着度の確認と指導へのフィードバック体制 
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○ 中高教員による「周防大島高校が求める５教科の力」（通称：ガイドライ

ン）の改訂および活用方法の工夫・改善 

（イ）成果と課題  

成 果 課 題 

○ Ｔ・Ｔの実施により、その場で理

解が不十分な生徒に即座に対応でき

る。 

○ 中高の教員間で、学力の問題につ

いて具体的な資料に基づいた話し合

いができるようになった。 

○ 度数分布表の作成および配布によ

り、中学生・中学教員ともに大いに

刺激となった。 

○ フィードバックの効果的な方法に

ついて、さらに研修を深める必要が

ある。 

○ 基礎学力が他地域と比べてどのよ

うな傾向にあるのかを検討する必要

がある。 

○ 高等学校における、データの有効

的な活用方法の検討が必要である。 

（ウ）今後の展望  

現在、中・高の５教科（国語・社会・数学・理科・英語）の担当教員を中心にデー

タの入力や分析を行っており、データの蓄積を行い、日々の指導の改善にフィードバ

ックできるシステムを作り上げている。これにより、個人の成績の推移を取り出して

活用することができ、生徒にとっても教員にとっても、学習を進める上での指針にな

る。また本年度作成した「定期テストの感想・気付き」を補完的に用いることで、デ

ータ分析をより意味のある生きたデータとすることが考えられる。引き続き、データ

の活用の取組みと一層の工夫・改善が課題である。 

また、毎回のデータ集約に度数分布表を加えることで、より効果的に指導へのフィ

ードバック体制をより強固なものにすることができると期待されている。今後さらに

中高教員間での検討を重ね、生徒の学習の定着度をさらに図っていくためにも、以下

に挙げる「周防大島高校が求める５教科の力」との関連性も探りながら、各教科で協

議していく必要がある。 

 

エ 「周防大島高校が求める５教科の力」の改善  

（ア）取組み  

 

    

 

 

高等学校では、平成１４年度の入学者選抜から、連携中学校からの入学者の決定は、

学力検査や調査書を用いず、面接や小論文等による、いわゆる『簡便な入試』となっ

た。これを受けて昨年度は大島郡内の全ての中学生や保護者を対象にしたアンケート

を実施し、連携型中高一貫教育に対する様々な視点が明らかにされた。その中でも、

生徒の学力に関する保護者の意見を参考にし、中高の教員で協議を重ね、平成１６年

度に「安下庄高校が求める５教科の力」を完成させた。 

以後、毎年改訂を重ね、少しずつではあるが、中学生が使いやすく自学自習にも適

した形式に改良してきている。今年度は、主に中学教員の意見を参考にして大幅に改

訂作業を進め、ほとんどの教科で従来の説明中心の記述から、問題演習形式へと改訂

することができた。このガイドラインは、平成１９年度から開校する山口県立周防大

島高等学校にあわせて「周防大島高校が求める５教科の力」に改称し、来年度の新３

年生に４月の段階で配布して、より早い段階から進路に対する意識を高めてくれるこ

とが期待されている。 
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（イ）改訂の内容  

 

 改 訂 内 容  

Ｈ

16 

□ 一次方程式・連立方程式・二次方程式を解くことができる｡ 

□ 関数のとる値の変化の割合を求めることができる。 

Ｈ

17 

□ 一次方程式・連立方程式・二次方程式を解くことができる｡１・２・３年 

□ 関数のとる値の変化の割合を求めることができる。２・３年 

数 
 

学 

本
年
度
改
訂 

□ 方程式（１年） 

  （１）１次方程式 ｘ－７＝２ を解きなさい。（１年Ｐ．６８） 

  （２）１次方程式 ３ｘ＋２＝２ｘ＋４を解きなさい。（１年Ｐ．６９） 

□ 連立方程式（２年） 

   （１）連立方程式   ｘ＋ｙ＝１０   を解きなさい。（２年Ｐ．３４） 

              ｘ－ｙ＝２ 

□ 関数 ｙ＝ｘ２（３年） 

  （４）関数ｙ＝ｘ２について、ｘが－４から１だけ増加するときの変化の割合を求めなさい。 

    （３年Ｐ．９３） 

改
訂
前 

４ 中世の日本 

□ 平氏や源氏が、貴族にかわって政権をとっていく流れを大まかにつかむことができる。 

□ 日本に襲来してきたモンゴル民族が、どのように勢力を拡大していったかを推測することが 

できる。 

□ 「倭寇」と呼ばれていた人々が、どこでどのような活動をしていたかを資料から読み取るこ 

とができる。 

□ 15世紀ごろ、中国・朝鮮・日本・琉球が、どのような関係・交流をもっていたかを考えるこ 

とができる。 

□ 大内氏や毛利氏のような戦国大名が、どのように地方を支配し、発展させたかを考えること 

 ができる。 化学の基本的な原理・法則を知る。 

社 

会 

本
年
度
改
訂 

２ 中世の日本 

 □ 平安時代の後期に平氏や源氏などの武士が勢力をもってきて、貴族に替わって政権をとるよ 

うになり、源頼朝は鎌倉幕府を開いた。 

 □ 鎌倉時代の中国ではモンゴル民族が巨大な帝国を築き、２回にわたって日本に攻め込んでき 

た。 

 □ 鎌倉幕府の滅亡後、建武の新政とよばれる天皇中心の政治が始まったが、天皇が２人現れて 

動乱の南北朝時代へと突入した。  

歴史的分野 演習問題 

１「武士の台頭と鎌倉幕府」 

年表を見て、問いに答えなさい。 

(1)①～⑥にあてはまる語句を答えなさい。 

(2)Ｂの平氏が滅んだ場所を答えなさい。 

(3)Ｃの人物が幕府を開いた場所はどこか。 

(4)将軍と主従関係を結んだ武士を何というか。 

(5)朝廷の勢力回復をめざして、Ｄの乱を起こ 

した上皇はだれか。  

 

英 
 

語 

Ｈ

16 

□ 受動態の文を理解し、簡単な受動態の文を書いたり、話したり出できる。 

（ be 動詞＋過去分詞形：They are loved by everybody. など ） 



 22 

Ｈ

17 

□ 受け身（～される）  be 動詞 ( is, am, are ) ＋ 動詞の過去分詞形  
      This  book  is  written  in  English.   
      This  book  isn’t  written  in  English.  
  Is   this  book           written  in  English?         Yes, it is.  ／ No, it isn’t.  

※ 過去分詞形は過去形と同じく ed をつければよいが、そうでないものもあるので覚える必

要がある。 
※ 受け身文を過去にする場合は、be 動詞を過去形にする。 
（例）This  book  was  written  ten  years  ago. 

本
年
度
改
訂 

□ 受け身   be動詞 ( is, am, are ) ＋ 動詞の過去分詞形  （～される） 
      （Everyone      loves          Tom.）        （みんなトムを愛しています。） 
   Tom  (    )(     ) (    ) everyone.  （トムはみんなに愛されています。） 
 (    ) English         (    )  in Canada ? （英語はカナダで話されていますか。）  
          English  (   )(    )  in Canada.  （英語はカナダで話されていません。） 

※ 過去分詞形は動詞により異なるので、教科書巻末の不規則動詞変化表などを活用しよう。 
（paint → painted,  speak → spoken など） 

 

（ウ）成果と課題  

成 果 課 題 

○ 中高教員間で基礎基本となる学力

についての議論が活発に行われた。 

○ 中学校と高校での指導の連続性や

一貫性に対する意識が向上した。 

○ 中学校教員の意見により、中学生

が自己評価しやすいように演習問題

形式への改訂が行われた。 

○ ガイドラインで示された学習項目

を今後どのような形で評価し、指導

に生かして行くのかが大きな課題で

ある。 

○ ガイドラインを今後いかに活用し

ていくのかが最大の課題である。 

（エ）今後の展望  

ガイドラインを作成して以来、幾度の改訂作業を行ってきたが、今年度は中学校教

員の主導により、演習問題形式へと大幅に改訂された。これにより、中学校修了時の

学力の確認用としてのみならず、日頃の授業においても、単元や項目毎に生徒の理解

度を確認する手段として活用されることが大いに期待される。今後も今年度の実施状

況を十分に踏まえ、中学生にとってより効果的で活用しやすいガイドラインを目指し

て改良を加えていきたい。 

 

オ ６年間を見通した計画的な資格取得 

（ア）取組み  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

○ より専門的な資格取得のサポートの実施 

・ 商業科 … 「情報処理検定」、「ワープロ実務検定」、 

 「簿記実務検定」、「珠算・電卓実務検定」、 

 「商業経済検定」(全て財団法人全国商業高等学校協会主催） 

・ 家庭科 … 「全国高等学校家庭科食物調理技術検定」、 

「全国高等学校家庭科被服製作技術検定」、 

「全国高等学校家庭科保育検定」、 

   「訪問介護員・障害者（児）ホームヘルパー３級」      
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 （イ）成果と課題   

成 果 課 題 

○ 目標が明確になるので、主体的に

学ぶ姿勢を育むことができる。  
○ 上位資格へのステップアップを果

たすことで、生徒に達成感・充実感

を味わわせることができ、より積極

的に授業に取り組むことができる。 

○ 訪問介護員の資格については、実習

における外部とのかかわりが多いた

め、公共心や職業に対する意識の高

さがみられる。 

 

○ 連携３中学校の生徒数が減少し、

男女共修や他学年合同の授業が増え

てきているため、指導計画、評価の

共通化を工夫しなければならない。 

○ 検定の合格を目標とした授業にな

らないよう、授業研究に努めなけれ

ばならない。 

○ 家庭科を履修していない生徒の受

検要望が増えてきたことへの対応を

考えていかなければならない。 

（ウ）今後の展望 

検定は、生徒に達成感・充実感を味わわせることができるため、さらなる学習への

励みとなるものである。また、結果は生徒の学力をはかるのみでなく、教員の授業の

成果を客観的にはかる材料となるので、授業研究の糧にもなり、教育効果は大きいと

言える。今後も、教科指導と検定対策とのバランスを充分に考慮し、日々の授業研究

に努めるとともに、検定受検の意義を早い段階から周知徹底させ理解させるための取

組みがより一層必要になると考えられる。 

 

カ 中学校修了後の「ゆとり」を生かした指導の取組み 

中高一貫教育によって生じる「ゆとり」については、様々な視点に立った捉え方が

あるように思うが、本地域では、連携中学生の中学修了後から高校入学後の学習にス

ムーズに移行できるよう、効果的な「ゆとり」の活用方法について研究を行った。 

（ア）取組み 

中学校修了後に週一回、連携３中学生に対して、数学科と英語科の教員による指導

を安下庄高等学校で行い、生徒への指導及び生徒の学習のサポートを継続して行った。 

ａ 数学科の取組み 

数学科では、今年度「周防大島高校の求める５教科の力」の大幅改訂を行い、問

題集形式に基本事項をまとめた。 

その中の問題より事前に課題を提示し、２時間の授業を「テスト」と「解説」の

２部構成で展開した。特に最近の入学生は計算力に課題があることが多いので、ま

ずは数や文字の四則演算がしっかりとできるように、高校入学前に鍛錬を積むには

大変有効であった。 

ｂ 英語科の取組み 

昨年度、基本的な単語の学習から初歩的な文法事項まで指導内容をいくつかのス

テップに分け、中学生が各段階のチャレンジテストを受けて合格すれば次のステッ

プの学習が行えるよう、個人の到達度・理解度に応じた指導を行い、今年度も引き

続き行うことにしている。また、必要に応じて、グループ内での一斉指導形式で補

足説明を行い、中学生が積極的に参加できるよう工夫して指導を行うことにしてい

る。 

さらに、高等学校で指導を行うため、高等学校の英語科教員全員が指導に参加し

ている。 
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○ 自ら課題を見つけ、自ら学び、主体的な判断によってよりよく問題を

解決しようとする資質や能力の育成 

○ 学び方やものの考え方を身につけ、問題の解決や探究活動に主体的、

創造的に取り組む態度の育成 

○ 地域社会と関わりながら、郷土についての理解を深め、郷土の歴史や

文化の継承と郷土を愛する心の育成 

（イ）成果と課題 

成 果 課 題 

○ 中学校教員にも指導に加わっても

らい、一人ひとりの生徒にきめ細か

な指導が徹底できた。 

○ 中学生の苦手とする項目が、中高

教員で共通理解できた。 

○ 学習習慣を確立する 一助となっ

た。 

○ 各チャレンジテストで取り上げる

学習項目について、検討が必要であ

る。 

○ 本年度作成したガイドラインの活

用方法を検討していく必要がある。 

○ ガイドラインのどの項目を特に取

り上げて指導するのか、また、どの

程度まで指導していくのか、中高教

員で十分な協議が必要である。 

 

 （ウ）今後の展望 

中学校から高校の学習へのスムーズな移行に関して、この学習会で各自の弱点を見

つけ出しておくことは非常に大切である。そのためにも、学習会を通して中高教員が

生徒の学力を十分に把握し、適切な指導が行えるような体制を整える必要がある。今

年度は中高教員が役割分担をして、中学生一人ひとりにきめ細かな指導を行うことが

できた。今後は、更に指導形態や指導内容に工夫を加え、連携中学生にとって高校生

活への円滑な橋渡しができるよう、計画的に指導を計画・実践できるよう検討してい

く必要がある。 

 

 

 

（４）「６年間を見通したテーマ学習」の取組み 

～ 「郷土おおしま」の取組み ～ 

 ア ねらい 

「郷土おおしま」を「６年間を見通したテーマ」とし、総合的な学習の時間に取り

組んでいる。その主なねらいは次のような能力や態度の育成にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 中学校における取組み 

各中学校によって、具体的な取り組み方については、様々であり、学校の規模、生

徒の様子、環境に合わせた形で行っている。以下は本年度の安下庄中学校の取組みに

ついてである。 

（ア）研究の形態について 

本年度の「郷土おおしま」では、「自然と環境」「歴史と文化」「暮らしとふれ

あい」「交流とこれから」という４つの大きな枠組みにわけて実施した。 

このうち、１年生は「自然と環境」について課題を設定し、２，３年生は「歴史
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と文化」「暮らしとふれあい」「交流とこれから」の３テーマの集団に分かれ、そ

の中で個人テーマを設定し、資料収集、フィールドワーク、考察等を行った。 

（イ）ふるさと講演会の実施 

２、３年生の課題設定については、どのテーマを選び、その中で個人テーマをど

う設定するのかを考える必要がある。その前に、生徒たちに自分たちが住んでいる

大島の現状をしっかりと理解させた上で、生徒たち自身が感じた疑問や課題意識を

もとに絞り込んでいくことが望ましい。したがって、課題の設定にあたっては、ふ

るさとを理解するために、各テーマにかかわりの深い方を講師に招いて「ふるさと

講演会」を３度実施した。 

特に、２度目の講演会は、「大島の歴史と文化について」「大島の福祉について」

「大島の産業について」の３つのテーマから、自分の興味関心のあるテーマを２つ

選択して聴講し、大島に関する見聞を広げ、個人テーマ設定のヒントとした。 

 

 ウ 高等学校における取組み  

（ア）資料館めぐり 

１年生を対象として大島郡についての理解をより深めるために、郷土にかかわり

ある資料館を訪問して学習した。 

  Ａコース（旧東和町方面）… 陸奥記念館、周防大島文化交流センター 

Ｂコース（旧大島・久賀町方面）… 日本ハワイ移民資料館、 

久賀歴史民俗資料館 

（イ）特別講義の実施 

周防大島町の中で、様々な分野で活躍されている方を講師に招き、専門分野の紹

介や周防大島町の魅力などについての特別講義を１・２年生対象に実施した。今年

度は、山口県立熊毛南高等学校教諭の伊藤徹男氏に「地域調査の進め方」と題して

講演していただき、研究テーマ設定の視点や地域調査の方法などについて理解を深

めることができた。また、選択講義として、「大島の昔のうたについて」「周防大

島の万葉の植物」「周防大島の女性の暮らしを掘り起こす」など、郷土にかかわる

各テーマを選択して聴講した。 

（ウ）職場体験の実施 

研究テーマをより身近なものとして捉え、郷土に対する理解をより一層深めるこ

とを目的として、２年生全員が周防大島町の２０の事業所や施設を訪問して、１日

の職場体験を実施した。これは、「郷土おおしま」を研究していく上で一番の課題

に挙げられてきたテーマの決定をより効果的に行うことがねらいであった。また、

仕事を体験させてもらうことで、将来の進路について見つめ直す機会となることも

期待される。 

（エ）グループ学習 

各自テーマを設定し、ある程度夏季休業中に調査が進んだ段階で、２学期に学年

ごとに、進度別またはテーマ別にグループ分けし、研究を進めた。２学年は、テー

マごとに大きく次の３つのグループに分けて学習する機会を設定した。 

  Ａグループ  歴史・文化 

Ｂグループ  福祉・医療・産業  

Ｃグループ  環境・自然・その他 
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エ 評価について 

（ア） 評価の観点 

１学年 

○主体的に課題を発見する力 

○ふるさと「おおしま」を大切にする態度 

○情報の集め方・調べ方 

２学年 

○主体的・創造的な態度 

○多角的・総合的な考察力 

○人・地域社会との関係力 

中
学
校 

３学年 

○主体的・実践的な態度 

○課題を解決する力 

○自己の在り方生き方を追求する力 

１学年 
○各自の興味・関心に応じたテーマを設定し、調査・研究を中心

に進めて成果をまとめることができたか。 

２学年 

○地元で働く人々の生き方を参考にして、各自の興味・関心に応

じたテーマを設定し、調査・研究を進めてパソコンでレポート

を作成する。その際に考察を加えて自分なりの「提言」も考え

て発表することができたか。 

高
等
学
校 

３学年 
○自己の在り方生き方を見つめ直し、進路研究を深めることがで

きたか。 

（イ） 生徒の自己評価  

毎時間の学習を記録した用紙をポートフォリオ形式で各自綴じていき、課題意識

を持たせている。３年間の総合的な学習の時間の内容を１冊のファイルに記録する

ことで、中学校での学習の積み重ねを意識できるように配慮した。また、学年の発

表では、生徒同士による相互評価も取り入れた。 

  （ウ）教員による評価 

毎時間の学習の記録用紙、レポート、発表会の内容を中心に評価する。 

オ 成果と課題 

成 果 課 題 

○ 調査の結果から現状における問題

点について、自分なりの考察を加え

ることができた。 

○ 郷土への関心が深まり、地域に目

が向くようになった。 

○ インターネットや本からの情報の

みならず、現地調査を行ったり、地

域の方にアンケートを取ったり、調

査内容を写真に収めたりするなど、

創意工夫を凝らした研究が見られる

ようになった。 

○ フィールドワークを積極的に行う

ことによって、総合学習に対する地

域の理解度が高まった。 

○ 中学校時のテーマ学習を高校でど

のように発展させるかについての検

討が必要である。 

○ 「郷土おおしま」という大きな枠

があることによって、生徒の興味が

限定されてしまいがちである。「郷

土おおしま」を基に、発展した課題

を見つける必要がある。 

○ 生徒を十分に支援できるだけの教

員の力量を高めていく必要がある。 

○ インターネットや文献による調査

研究のみで終わらないよう、地域の

ネットワークをうまく活用する工夫

が必要である。 

カ 今後の展望 

本来、総合的な学習の時間は様々な学習活動との連携を図り、弾力的な指導をもっ
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○ 中学校 

身近なボランティア活動を通して、地域社会の一員として支え合い協力

していこうとする思いやりの心を育て、学校の級友や地域の人々に主体的

に関わろうとする態度を養う。 

○ 高等学校 

身近なボランティア活動に主体的に参加することで、幅広い年齢層の人

との関わりを持ち、豊かな人間関係の醸成を図るとともに、集団の一員と

しての自覚と責任感を育成し、郷土を愛する心を育てる。 

て進めていくべきである。そのためにはまず、指導する側の協力体制と幅広い視野に

基づいた様々な働きかけが求められる。現行の教育課程においてどうすれば、有効に

授業時間を活用することができるのか、また、教員間の協力体制をどのように図って

いくのかが問題となる。 

また、今後さらに「郷土おおしま」の時間を充実させるためには、生徒自身の興味・

関心や疑問、驚きなどを土台にして、「自分の生き方の自覚」に結びつくような課題

の設定や活動を仕組んでいくことが最も重要であると思われる。 

さらに、宮本常一が用いた研究手法であるフィールドワークに対する知識は、講演

会や文化交流センターの活用などにより、生徒の間に定着しつつある。今後は、どう

すれば生徒たちが得たフィールドワークの知識を実際の研究に生かし、さらに研究を

深めていくことができるのかを、中高間での指導の連続性も視野に入れて協議を重ね、

実践していきたい。 

 

（５）「体験的な学習を重視した学校行事」の取組み 

ア ボランティア活動 

以前は「ふれあいクリーン作戦」という名称で、４校が同一日に３地区に別れて中

高合同で海岸清掃を実施していたが、一昨年度からは「ボランティア活動」に変更し、

それぞれの地域において、学校・部活動または個人単位で行えるボランティア活動を

積極的に奨励し参加している。「ボランティア活動」への名称変更に伴い、実施形態

も変更されたため、この活動のねらいも見直すべきだという声が上がり、昨年度、以

下のようなねらいを設定した。 

（ア）ねらい  

 

 

（イ）各校の取組み 

学 校 主 な 内 容 

安下庄中学校 
○ 町主催の花火大会後のゴミの分別作業 

○ 学校周辺のゴミ拾い 

日良居中学校 

○ 学校近郊の海岸清掃活動 

○ 日本テレビ主催のチャリティー募金活動 

○ 県立養護学校の児童生徒のプール活動の介助 

東 和中学校 

○ 大島郡陸上競技大会での補助員 

○ 日本テレビ主催のチャリティー募金活動 

○ サザンセトロードレースの補助員 
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安下庄高等学校 

○ 町主催の花火大会後のゴミの分別作業 

○ 日本テレビ主催のチャリティー募金活動 

○ 日良居中学校秋季大運動会での運営補助 

○ 各種福祉施設・病院などでのボランティア 

○ サザンセトロードレースの補助員    他多数 

（ウ）成果と課題 

成 果 課 題 

○ 学校間のボランティア活動に関す

る情報交換が頻繁に行えるようにな

った。 

○ 各校で実施したボランティア活動

の情報を集約し、次年度に向けての

参考にすることが出来る。 

○ 部活動などの小さな単位で活動が

実施でき、迅速に対応することがで

きる。 

○ 中学生・高校生が共同で作業する

場が持てるように、さらに積極的に

活動の場を探っていく必要がある。 

○ 小・中・高での連携も視野に入れ

ていく必要がある。 

○ 生徒への事前の情報 提供を徹底

し、自分の興味に応じた活動を幅広

く選択できるように工夫すべきであ

る。 

（エ）今後の展望  

中高で定めた「ねらい」によって、中学校・高校それぞれのボランティア活動に積

極的に取り組むようになってきたと思われる。今後は町の社会福祉協議会とも情報交

換をしながら、より地域に密着したボランティア活動を模索し、中高間のみならず、

小・中・高、ひいては周防大島町全体を巻き込んだ大きなボランティア活動の流れが

醸成されることを願っている。 

また、中学校・高校それぞれが、ボランティア活動後に生徒に感想を書かせている

が、一人の生徒が中学１年生から高校３年生までどのようなボランティアを行ってき

たのかが分かるものを作成し、６年間継続して持たせてみることを検討してみてはど

うか、という案が担当者会議の中で出ていた。それを受けて、本年度は東和中学校の

一部の学年で試行的に生徒にボランティア活動の感想をまとめて書かせてみた。今後

は、中学校・高校で十分な協議を重ね、中高６年間での一貫した支援体制を考え直し

てみる必要がある。 

 

イ イングリッシュキャンプ 

（ア）ねらい 

 

 

 

 

 

 

安下庄高等学校近郊の中学生２，３年生及び、安下庄高等学校の生徒が、県

内の外国語指導助手との英語を使用した様々な活動を通して、実践的語学力や

積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度及び異文化を理解し尊重す

る態度を身に付けることを目的とする。 
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（イ）成果と課題 

成 果 課 題 

○ 自分の英語が通じた喜びを中学生

に実感させることができた。 

○ 中学生が英語学習に熱心に取り組

む契機となっている。 

○ 外国の食文化を理解するために、

ＡＬＴのレシピで昼食会を行い、異

文化理解を深めた。 

○ ＡＬＴと生徒の手紙交換では、夜

遅くまでかかって積極的に多くのＡ

ＬＴに手紙を書いた生徒もいた。ま

た、ＡＬＴから自分宛の手紙をもら

い、喜ぶ生徒の姿が見られた。 

○ 現在の活動で更に見直しや改善を

進め、できる限り多くの中学生や中

学校の英語科教員、さらにＡＬＴに、

楽しんで参加してもらえる活動にし

ていく必要がある。 

○ より多くの連携中学校の生徒に参

加してもらうため、活動をよりよく

知ってもらう努力が必要である。 

○ 事前・事後を含めて、参加教員の

より綿密な協議が必要である。 

 

（ウ）今後の展望  

毎年、新たなＡＬＴも加わり、生徒のみならず教員にとっても得るものが多いセミ

ナーとなっている。今後は、中学校教員の意見も参考にしながら、中学生が毎年参加

しても飽きることのないキャンプを目指していく必要がある。本校のセミナーはＡＬ

Ｔと参加生徒の数がほぼ同数で、ＡＬＴを身近に感じる機会が多いことが特長として

挙げられる。そのため、ＡＬＴとマンツーマンでポスターを作ったり、活動を行った

りすることが可能となっている。今後もこの特長を生かし、生徒がＡＬＴを身近に感

じることで英語・異文化により興味を持たせることができるように、活動を改善して

いきたい。また、今年好評であった「食」を通して異文化を理解する活動を今後も続

けていきたい。 

 

ウ ふれあいマラソン大会 

（ア）ねらい  

 

 

 

 

（イ）成果と課題 

成 果 課 題 

○ 中学生は高校生を目標にし、高校

生は中学生に負けられないという気

持ちで走り、また連携中学校生同士

も負けられないという気持ちで走る

ことで、生徒のやる気を呼び起こす

ことができた。 

○ 地域の人達が沿道か ら声援を送

り、生徒は地域とのつながりを実感

することができた。 

○ 大会当日の沿道での 交通整理な

ど、教職員・保護者・地域の人達で

協力して、生徒の安全確保に努める

必要がある。 

○ 大会の運営全般について、中高教

員で十分に検討していく必要があ

る。 

 

（ウ）今後の展望  

第７回ふれあいマラソン大会は、連携４校の教職員や保護者、地域の方々の御協力

マラソンを通して、心身の健全な発達や健康の保持増進を図り、自己管理

に努める。 
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中 高 生 が健 脚 を競 い合 うマラソン大 会  

により、無事終えることができた。 

   連携中学校出身の高校生は、中学校３年間の記録が蓄積され、過去の記録を参考に

した目標の設定をスムーズに行うことができた。また、連携４校でレースを行うこと

で、日頃顔を合わせないもの同士がお互いを意

識し、良い緊張感を持ってレースに挑み、記録

向上につながっている。 

   保護者や地域の方々が、安下庄地区を爽やか

に駆け抜ける生徒達に温かい声援を送っている

姿をいたる所で見ることができ、この行事も７

回目を迎え、地域に定着してきたように思える。 

連携４校が一堂に会し、マラソン大会を実施

することは、小規模校の３中学校にとって意義

が大きく、今後、さらに中高一貫教育を地域に

ＰＲしていく必要がある。 

 

エ ふれあいみかん収穫作業 

（ア）ねらい  

 

 

 

（イ）成果と課題 

成 果 課 題 

○ 高校生と中学生が協力して作業に

当たることにより、中高間でのふれ

あいがしっかりできた。 

○ 作業をした各農家から、概ね良い

評価を頂き、中高一貫校として地域

社会への貢献という面で良いアピー

ルとなった。 

○ 農家募集や連絡などの業務は各中

学と分担して行ったため、連絡調整

などもスムーズに行うことができ、

円滑に準備を進められた。 

○ 今年は雨により順延し、順延日も少

雨で作業実施の判断が難しかった。

少雨の時の実施・中止などの決定方

法の改善の必要がある。 

○ 来年度統合により生徒数が増加す

るが、農家の募集人員の増加があま

り見込めないので対策が必要であ

る。 

今年度の収穫作業を終えた生徒、農家の方の感想をいくつか紹介しておく。 

・中学生と高校生あわせて４人だったので大変だと思ったが、実際に作業をし

てみるとあっという間に終わり、全部のみかんを採取できたとき、何ともいえ

ない達成感があった。（中学女子） 

・今年でふれあいみかん収穫作業に参加するのは最後だが、この行事はずっと

続けて欲しいと思う。この作業を通していろいろなことが学べた。（高校男子） 

・中高生が助け合い明るく働いてくださりました。終了７分くらい前、作業を

やめようと声をかけたところ「この木がもう少しで終わる、皆できれいに仕上

げよう」との声で中高生共に完了された。本当に力を合わせた姿に強く胸をう

たれ、感動しました。（農家の方） 

 

○ 中学生と高校生の交流を促進する。 

○ 地域の産業を理解し、勤労の貴さを体得し、職業観を確立する。 
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○「私の主張」発表大会 

他学年や同学年の生徒の発表を通して、自己の在り方生き方を考え、

自己をいっそう成長させようとする意欲や態度を育む。 

○「郷土おおしま」発表大会 

他の連携校生徒の発表を聞くことで、取組みの様子を知るとともに、

自らの研究に役立てる。 

みかん収 穫 作 業 で農 家 の苦 労 を実 感  

（ウ）今後の展望  

今年度も引き続き、中高での業務の分担などは

しっかりできており、準備もスムーズに行われた。 

来年度、統合により生徒数の増加が見込まれ、

また、校舎も２校舎に分かれる。担当者の割り振

りや事前指導などのあり方も考え直す必要がある。 

農家の方には大変感謝され、来年度もお願いし

たいと大半の農家の方に言っていただいている。

引き続きふれあいみかん収穫作業の円滑な実施を

試みていきたい。 

 

オ 私の主張・郷土おおしま発表大会 

平成１３年度から実施している「郷土おおしま発表大会」は今年で６年目を迎えた。

この発表大会は、中高合同による学校行事として定着し、中学校・高校の生徒会執行

部が司会進行や補助を務めて大会を運営している。 

（ア）ねらい 

 

 

 

 

 

 

（イ）発表内容 

  ａ 「私の主張」発表大会 

演  題 学  校 内   容 

駅伝から学んだこと 東和中学校 
駅伝を通じて学んだあきらめない気持

ちと仲間の大切さ 

心の成長 日良居中学校 
相手を知り、自分を知ることがよりよい

人間関係作りになる 

二人の弟から学んだこと 安下庄中学校 
サッカーに取り組む２人の弟から学ん

だ一生懸命取り組む姿勢の大切さ 

祖母が遺してくれたもの 安下庄高校１年 
祖母の遺した言葉や生き方から学んだ、

命の大切さ 

陸上部の目標 安下庄高校２年 
陸上競技にかける思いと、目標実現のた

めの決意 

子どもに英語を教えた

い！ 
安下庄高校２年 

小学校での職場体験を通じて強くした

将来の夢への思いと、実現に向けた努力 

  ｂ 「郷土おおしま」発表大会 

演  題  学  校 内  容 

宮本常一と東和中の実践 東和中学校 

１年間の研究結果と「総合的な学習検定

試験」を実施するなどの東和中独自の実

践を報告 
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周防大島から生まれた技

術者 長州大工 
日良居中学校 

明治期に大島から、全国に出稼ぎした長

州大工の功績と技術についての考察 

災害と福祉  安下庄中学校 
旧橘町でおこった災害を検証し、今後の

災害に対する心構えと準備について提言 

宮本常一の写真から 安下庄高校１年 

宮本常一が昭和３０～４０年代に撮影し

た大島の写真と現在を比較し、人々の暮

らしの変遷を検証 

大島をＰＲするポスター 安下庄高校２年 

インタビューやアンケートの結果から大

島をＰＲするポスターを作製。これから

の発展のために自分たちができることを

考えてほしいと提言 

 

（ウ）成果と課題 

成 果 課 題 

○ 発表大会に向けて、全員が身の回

りのテーマについてあらためて考

え、自分の意見をまとめたり、考察

を加えたりする機会となった。 

○ 代表者の意見や発表を聞くことに

よって、各自が新しい視点に気づい

たり、自分自身を振り返ったりする

機会となり、発表をする生徒と聞く

生徒ともに相乗効果が期待できる。 

○ 中高の生徒会が合同で司会を担当

することで、中高の役割分担が明確

化し、協力体制が強化された。 

○ 教育課程の関係上、調査研究の時

間の確保がなかなか難しい中、学年

進行によって研究発表内容そのもの

をどのように深めていけるかについ

て依然課題が残る。 

○ 郷土おおしま発表大会については、

パワーポイントとプロジェクターを

使った発表形態に偏らないように、

各校で工夫・改善する必要がある。 

○ 大会の運営や作業内容をマニュア

ル化することで、４校が今後さらに

協力関係を深めていくことが期待さ

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 高 の生 徒 会 が合 同 で司 会 を担 当  中 学 生 の発 表 の様 子  
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（６）「６年間を見通した進路指導」の取組み 

進路指導部では、生徒一人ひとりが自己の在り方生き方を考え、将来に対する目的意

識をもって主体的に進路を決定し、生涯にわたる自己実現を図っていくことができる能

力や態度を育成することを目標としている。そして、生徒一人ひとりの夢を実現させる

ために、次の２点を主眼としている。 

 

 

 

ア 進路指導目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 中高６年間の指導計画 

 目標 学習内容 テーマ学習・体験的学習

オリエンテーション 

ボランティア活動 

自己の在り方生き

方 

中

学

１

年 

中学校の生活や

学習内容を知

り、将来の夢や

生き方を考える 

・学ぶことの目的と意義を理解し、中高一貫教育等の

制度と機会を知る 

・中学校生活に慣れるとともに、心身の健康と安全な

生活の実践力を身につける 

・意欲的計画的に学習に取り組む姿勢を身につける 
ＢＳ学習 

職場体験 

ボランティア活動 

自己の在り方生き

方 

 

中

学

２

年 

自分の特徴や適

性を知り、自分

の力を高めなが

ら、進路計画を

立てる 

・職場体験等を通して、働くことの目的と意義を理解

し、自分の進路計画を立てる 

・自己を見つめる手だてを探り、集団と自己のかかわ

りについて考える 

・学習の悩みに対する解決方法を探り、自分にあった

学習方法を考える ＢＳ学習 

高校見学、体験入学 

ボランティア活動 

自己の在り方生き

方 

中

学

３

年 

自己の在り方生

き方を考え、適

切な進路を選択

する 

 

・将来に対する具体的な目標を立て、夢の実現をめざ

すための高校生活を展望する 

・先人(先輩)の姿に学ぶことにより、自他の不安や悩

みの解決方法を探り、自己の在り方生き方について

考える 

・学ぶことの目的を明確にし、その姿勢の習慣化を図

る 
ＢＳ学習 

○ 生徒一人ひとりが具体的な夢を思い描ける力を養わせること 

○ 自分の夢を実現する方策を知り、継続的に努力する姿勢を養わせること  

○ 中高６年間を見通した段階的・継続的な学習活動やテーマ学習を通し

て、自己の特性や適性について理解し、自己の在り方生き方を考えつ

つ具体的な進路設計をする。 

○ 進路実現のためには主体的な学習が必要不可欠であることを自覚し、

日々の学習習慣を確立させ、一人ひとりの学力の向上を図る。 

○ 様々な体験学習に積極的に参加することによって進路実現への意欲を

高めるとともに、社会的視野を広げ職業観・勤労観を培う。 

○ 自己実現に向け、継続的な努力を続ける姿勢・能力を育てる。 
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安下庄中学校での発表の様子 

安高セミナー 

進路適性検査 

ボランティア活動 

高

校

１

年 

自己理解を深

め、将来に対す

る明確な目標を

もつ 

 

・こうなりたいという自分の将来像を描いていく過程

において、自己の特性や適性を理解する 

・将来の進路を見据えた科目選択の能力を身につける 

・主体的継続的な学習の定着を図り、自分の学習スタ

イルを確立する 
進路講演会 

職場体験 

ボランティア活動 

オープンキャンパ

ス参加 

高

校

２

年 

自分の目標を実

現するための明

確な進路計画を

立てる 

・職場体験等を通して、社会に対する視野をさらに広

め、将来設計について考える 

・学校生活を見直し、校外活動等へ積極的に参加する

ことにより、自己と社会のかかわりについて考える 

・自分の進路に向けて、基礎学力の定着と応用力の養

成を図る 進路講演会 

ボランティア活動 

オープンキャンパ

ス参加 

高

校

３

年 

自分で描いた将

来像に基づいて

自己実現を図る 

・ 自己の在り方生き方をふまえて夢の実現を追求す

る 

・ 具体的な志望動機に基づいて学習を充実させる 

・ 卒業後の新たなスタートにチャレンジしようとす

る意欲を高める 各種説明会 

ウ 取組み 

  ○ 中学校での中核的な取組み 

 

 

 

 

 

 

 

○ 高等学校での中核的な取組み 

 

 

 

 

 

 

 

○ 中学生を対象としたキャリアセミナー 

安下庄高等学校の第３学年の進路内定者が連携

中学校を訪れ、自分の進路決定までの体験を中心

に高等学校での学習の取組みや部活動などの高校

生活についての話をし、中学生が自己の在り方生

き方について考える手がかりの一助としている。 

 

１年 職業しらべ 

自分の適性に気づき、身近な人の職業について調

べることによって、将来の進路を計画しようとす

る態度を養う 

２年 職場体験 
身近な職場を体験することによって、働くことの

目的と意義について考える 

３年 上級学校訪問 自分の夢を実現できる進路の焦点化を図る 

職業研究 
どのような職業に関心があるのか、文理選択と

からめて検討する。 １年 

ボランティア活動 

ボランティア活動 

社会に対する視野を広め、様々な体験を通して

自己の在り方生き方を発見する 
２年 

オープンキャンパス参加 

３年 オープンキャンパス参加 

夢を実現するための進路を具体的に検討して、

進路設計構築の一助とする 
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 エ 成果と課題 

成 果 課 題 

○ 高校教員による交流授業が定期的

に行われており、中学生の進学意識

を喚起する点でも効果がある。 

○ 高校生の進学内定者が中学校を訪

問し、進路決定までの経緯や受験勉

強の様子、高校生活のことなどを中

学生に話すキャリアセミナーは概ね

好評であった。 

○ 中高間でより一貫性のある進路指

導が可能か、その方法論について研

究する必要がある。 

○ 将来設計能力を涵養できる進路支

援について研究をする必要がある。 

○ 授業の予習・復習、家庭学習の習

慣を定着させるために、各方面と連

携して指導を徹底する必要がある。 

オ 今後の展望 

生徒一人ひとりが自分の夢を実現するためには、各人が具体的な将来設計図を描き、

その実現に向けて努力していく環境づくりが不可欠である。また、生徒が夢の実現を

図る場合に最も大切なものは本人の意欲であろう。この生徒が具体的な将来設計図を

描く力と、自分の夢を実現するために主体的に取り組む意欲とは相互補完するもので

ある。このことを念頭に、以下に挙げる課題に対する具体的な支援方法について検討

していく必要がある。 

○ 基礎基本となる学力の充実・向上を図る 

○ 生徒自身が自らの在り方生き方について考えるきっかけとなる体験学習・進路

に関する講演会や多様な職種の職業人の話を聞く場などを企画・設定する 

○ 自己実現のために必要な課題発見・解決力やコミュニケーション力、表現力の

向上を図る 

 

 

 

（７）「６年間を見通した生徒指導」の取組み  

ア 生徒指導目標 

本地域において、生徒一人ひとりが自らの夢を思い描き、それを実現していくため

の支援として、生徒指導の立場から何ができるかを検討するにあたり、その大きな目

標を以下のように定めた。 

イ 中高６年間の指導計画 

生徒指導目標を達成するための指導内容を検討する過程において、６年間の連続し

た流れの中で、生徒一人ひとりが自らをみつめ、アイデンティティを確立し、その上

で夢を実現していくことができる能力と豊かな人間性とを身に付けるために、各学年

で必要とされる発達課題や指導内容についての再検討を試み、「中高６年間の指導計

画」と「生徒指導年間計画」を作成した。そして、この「中高６年間の指導計画」と

「生徒指導目標」をもとに、充分な生徒理解に基づいた継続的で一貫した指導に努め

てきた。今年度も、昨年度に引き続きこれらの目標や計画の実践を行いながら、より

必要な修正を加える年であった。 
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 目 標 指 導 内 容 体験学習 関連活動     

中 

学 

１ 

年 

集団の一員として

夢を持って生活す

る 

･ 新たな集団への適応を支援する 

･ 基本的な生活習慣が身に付くよう、き

め細かな指導をする 

･ カウンセリング等を通じて、能力・適

性などの個々の情報の把握に努める 

集
団
宿
泊 

中 

学 

２ 

年 

基本的生活習慣の

確立を図り、正し

い判断力を養う 

･ 一人ひとりが集団の向上に参加できる

ように配慮する 

･ 基本的な生活習慣の確立を図り、正し

い判断力を養う 

･ 一人ひとりの心身の発達の差を考慮し

た援助に努める 

職
業
体
験
学
習 

中 

学 

３ 

年 

自己の能力や可能

性を認識する 

･ 集団の中での自分の立場を理解し、行

動することができる力を育てる 

･ 社会のルールを認識し、実践できる能

力を育成する 

･ 自分の不安や悩みを把握し、適切に対

応できるよう支援する 

修
学
旅
行 

高 

校 

１ 

年 

自分を見つめアイ

デンティティの確

立を図る 

･ 「ふれあい活動」で培った人間関係を

基に新たな集団を構築できるよう支援

する 

･ 社会の中の自分の立場を理解し、自己

責任能力を高めるよう指導する 

･ 連携校からの情報を基に、継続的なカ

ウンセリング活動に努める 

安
高
セ
ミ
ナ
ー 

高 

校 

２ 

年 

自己を高め、主体

的に生きていく姿

勢を身につける 

･ 他者との関係の中から、自らを高める

姿勢を養う 

･ 自己指導能力と社会的な自己責任能力

を育てる 

･ 自己を相対化し、視野を広げる中で、悩み

を解決する力を育めるよう支援する 

修
学
旅
行 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
活
動 

高 

校 

３ 

年 

自己の在り方に明

確な考えをもち、

夢の実現をめざす 

･ 一貫校の最上級生としての立場を理解

し、リーダーシップが取れる力を養う 

･ 民主社会を構成する市民としての自覚

と責任を身につける 

･ 自立した個人として生きていく力を獲

得できるよう支援する 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

私
の
主
張
発
表
大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ふ
れ
あ
い
み
か
ん
収
穫
作
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

体
育
祭
な
ど 
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ウ 生徒指導年間計画 

中高で一貫した生徒指導をめざすため、従来各学校で単独に行っていた様々な指導

について、生徒指導に関連した行事と、生徒指導に密接な関係のある性教育及び人権

教育をまとめ、６年間の中での位置づけを明確にし、一貫した指導を目指した（下表）。 

（○学校行事、◎ホームルーム活動、※人権活動と関係が深いもの） 

（ア）中学校              

 １年 ２年 ３年 

４月 ◎学級づくり ◎学年始めオリエンテーション  

◎２年になっての中学生活 

◎学年始めオリエンテーション 

◎３年になっての中学生活 

５月 ○チャレンジキャンプ ◎生徒総会へ向けて ◎生徒総会へ向けて 

◎修学旅行関係 

６月 ◎生徒総会へ向けて 

○いのちの大切さを考える講演 

◎生徒総会へ向けて 

○いのちの大切さを考える講演 

◎生徒総会へ向けて 

※「岐路に立つ」 

○いのちの大切さを考える講演 

７月 ○ボランティア活動 

◎夏休みの過ごし方 

○ボランティア活動 

◎夏休みの過ごし方 

○ボランティア活動 

◎夏休みの過ごし方 

８月    

９月 ◎学期始めオリエンテーション 

○体育祭へのリレー選手参加 

※差別について考える 

◎運動会に向けて 

◎学期始めオリエンテーション 

○体育祭へのリレー選手参加 

※差別と偏見 

◎運動会に向けて 

◎学期始めオリエンテーション 

○体育祭へのリレー選手参加 

 

◎運動会に向けて 

10 

月 

◎文化祭に向けて 

 

◎文化祭に向けて ◎文化祭に向けて 

※平等な社会を目指して 

11 

月 

○ふれあいマラソン ○ふれあいマラソン ○ふれあいマラソン 

12

月 

○ふれあいみかん収穫作業 

◎冬休みの過ごし方 

○ふれあいみかん収穫作業 

◎冬休みの過ごし方 

○ふれあいみかん収穫作業 

◎冬休みの過ごし方 

１月 ◎学期始めオリエンテーション 

○私の主張発表大会 

◎学期始めオリエンテーション 

○私の主張発表大会 

◎学期始めオリエンテーション 

○私の主張発表大会 

２月 ◎卒業式への取組み ◎卒業式への取組み ◎卒業にあたって 

※人類愛 

 

３月 ◎２年生となる心構え ◎最上級生となる心構え ◎三年間を振り返って 
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（イ）高等学校 

 １年 ２年 ３年 

４月 ○安高セミナー ◎ホームルームづくり ◎ホームルームづくり 

５月 ○生徒総会 

○旧担任によるカウンセリング 

○生徒総会 ○生徒総会 

６月 ○中学校教諭によるカウンセリング ○中学校教諭によるカウンセリング  

７月 ○文化祭 

※人権意識調査・標語募集 

○文化祭 

 

○文化祭 

 

８月 ○ボランティア活動 ○ボランティア活動 ○ボランティア活動 

９月 ◎学期始めオリエンテーション 

○体育祭 

◎学期始めオリエンテーション 

○体育祭 

◎学期始めオリエンテーション 

○体育祭 

10

月 

○薬物乱用ダメ、ゼッタイ教室 

○中学校養護教諭によるカウンセリング 

○修学旅行 

○薬物乱用ダメ、ゼッタイ教室 

○中学校養護教諭によるカウンセリング 

○薬物乱用ダメ、ゼッタイ教室 

11

月 

○ふれあいマラソン 

※高齢者問題 

○ふれあいマラソン 

○ふれあいみかん収穫作業 

○ふれあいマラソン 

※社会生活と人権問題 

12

月 

○ふれあいみかん収穫作業 ○ふれあいみかん収穫作業  

１月 ◎学期始めオリエンテーション 

○私の主張発表大会 

◎学期始めオリエンテーション 

○私の主張発表大会 

◎学期始めオリエンテーション 

○私の主張発表大会 

２月 ※エイズと人権 

○中学校教諭によるカウンセリング 

○中学校教諭によるカウンセリング ◎卒業にあたって 

３月 ◎２年生となる心構え ◎最上級生となる心構え ○卒業式 

 

エ 取組み 

   ○ 共通理解  

（ア）学級経営方針と指導計画の一致  

各クラスの学級経営方針を中高６年間の指導計画に準じて作成し、指導の統一

を図った。 
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（例） Ａ中学校１年生学級経営案 

平 成 １８ 年 度  学 級 経 営 方 針 

基

本

方

針

 

１ 人権尊重の精神を基盤としていじめや不登校のないクラスの全員が落ち着いて笑顔

で過ごせる温かい学級づくりをめざす。 

２ 集団生活の規律や礼儀などの意義を根気強く説き、将来豊かな社会生活を送るため

の基本的生活習慣の確立をめざす。 

３ 思いやりの心を培い、お互い助け合って生活できるように、道徳教育を充実させる。 

４ 自分の生き方をしっかり考えさせ、将来の進路選択にむけて基礎学力の充実をめざ

す。 

５ 勉強と部活動の両立を図り、意欲的で心身共にたくましい生徒の育成をめざす。 

学

級

の
実

態

 

１ 性格や行動面･･明るく活発な生徒が多いが、落ち着きにかける面がある。男女とも

にリーダー的素質をもつ生徒もいるが、多くの生徒は進んで人前に出たり､意見を言う

ことを億劫がる傾向がある。敬語が使えないなど、言葉遣いが全体的に乱れている。 

２ 学習や学力面･･授業中の態度は落ち着いているが集中力に欠ける生徒も多い。話の

内容を理解しながら聞くことができていない。小学校中学年程度の学力がまだ身に付

いていない生徒がおり、個人指導を必要とする｡ 

３ 身体や体力面･･運動を得意とする生徒が男子に多い。 

４ 家庭や環境面･･教育に対する保護者の関心は家庭によって差があり､放任気味の家

庭もある｡躾や学習など学校に依存しているところが多い。 

経

営

の
努

力

点
 

１ 生活ノート、観察、教育相談などを通して個々の生徒理解に努め、積極的な生徒指

導に取り組む。 

２ 集団生活のルールやマナーを毎日根気強く指導する。 

３ 班活動を活発にし、日常の当番活動や学習活動の中で「連帯」「協力」の精神を培

う。また、リーダーの育成にも努める。 

４ 学級通信などを通して、一方的なやりとりでなく、生徒と教師、家庭と教師を結ぶ

意志疎通の道をつくる。 

５ 生徒が落ち着いて学級で学習し、生活できるように教室環境の整備を生徒自らの手

でできるようにする。 

６ 家庭学習の方法や意義を説き、自主的な学習ができるように支援する。特に基礎学

力の定着が不十分な生徒には個別に学習指導を行う。 

  

○ 豊かな人間性の形成とアイデンティティの確立  

少子化など様々な理由により、現代では年代が異なる世代間での交流が非常に希

薄なものとなってしまった。その結果、リーダーシップや先輩を敬う気持ちが減退

し、豊かな人間性の形成につながる体験が激減してしまったと言える。 

我々は中高合同での体験的な学校行事により、生徒たちに世代を越えた交流とそ

の体験から豊かな人間性が生み出されることを期待し、「体験的な学習を重視した

学校行事」（p.２７）で詳述されているようないろいろな取組みを実践してきた。

今年度、改善を加え実践したことを述べてみたい。 
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（ア）ボランティア活動  

平成１５年度まで行っていたふれあいクリーン作戦は、平成１６年度から各学校

の地域の実情を生かしたボランティア活動へと発展的に解消した。その結果、小回

りのきく地域のニーズに応じたボランティア活動になったため、地域の人々により

感謝されるものとなり発展を続けている。特に高齢化の進んだこの地区での若い力

のボランティアは、われわれの予想以上に頼りにされている。 

（イ）修学旅行（１０月）  

昨年度まで実施されていたハワイ修学旅行は、異文化を実体験できることで生徒

の視野を広げ、人間性の成長に及ぼす影響は極めて大きいものがあった。昨年度は

現地のワイメア高校に温かく迎えてもらい、様々なお互いの文化を紹介することで

貴重な国際交流を実施することができた。 

しかし、今年度は、保護者の負担増加に伴い旅行先が東京方面へと変更になった。 

（ウ）ふれあいマラソン大会（１１月）  

暖冬の影響で比較的暖かい日であったが、それ以上に熱気あふれるマラソン大会

であった。この大会も地域や生徒達にはすっかり定着しており、沿道での暖かい声

援のなかで精一杯走る生徒の姿は地域を盛り上げ、また、レース前後に先輩後輩の

間で談笑する姿は微笑ましく感じられた。 

（エ）ふれあいみかん収穫作業（１２月）  

広い農園ではリーダーの高校生の指示が的確なほど作業が効率よく進むため、高

校生のリーダーシップを育成するのにふさわしい行事である。今年度も昨年度同様、

どのようなリーダーシップが求められているのかを高校生に自覚させる事前指導

に時間を割き、生徒達の献身的な活動を引き出すことができた。 

 

○ カウンセリング活動    

（ア）中学校教諭によるカウンセリング  

昨年度と同様に高校１年生を主な対象とし、各中学校の教諭によるカウンセリン

グ活動を実施した。放課後の時間を利用して中学校の教諭が来校し、相談室で実施

した。例年、１学期はできるだけ最も親しみのある旧担任によるカウンセリングを

実施しており、連携中学校出身の全ての生徒が訪れた。最初は全体での懇談会のよ

うな形になったが、その後、希望する生徒のカウンセリングを行った。また、この

カウンセリングも定着してきたため、２、３年生も中学校の先生に挨拶をするなど、

昨年度同様、たくさんの生徒が訪れたのが特徴であった。終了後、現担任を含めて

教員間での情報交換を行い生徒理解に努めた。 

（イ）養護教諭によるカウンセリング  

２学期には養護教諭部会と協力して、中学校の養護教諭によるカウンセリング活

動を実施し、その後情報交換を行った。特に心身の発達を中心にかかわってきた養

護教諭の視点からの生徒理解は、生徒にとっても教員にとっても非常に有意義なも

のであった。また、中学校時代に養護教諭との関わりが強かった生徒については、

今後の対応等も検討することができた。 

生徒の感想をいくつか紹介しておく。 

・これからの高校生活にやる気が出た。 

・高校生活での緊張がほぐれた。 

・中学と高校の違いを改めて実感した。 

・久しぶりに出会えて懐かしかった。また、昔の自分を冷静に見つめ直すことができた。 
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○ 安高セミナー    

今年度入学の４３名は１０校の中学校から集まっているが、その内７校は１学年

１クラスの小規模な中学校の出身である。また、小学校から９年間にわたってほぼ

同じ人間関係の中にいた生徒も多い。こういった新しい人間関係の構築に不慣れな

生徒達にとって、高校入学直後の指導は非常に重要である。そのために設けた宿泊

行事が「安高セミナー」である（今年度は４月１３日～１４日）。宿泊行事が生徒

達の親睦に有効であることは誰もが知りながらも、授業時間数の確保や経済的な問

題から実施できない学校が最近は多くなっている。幸い本校より６ｋｍの位置に宿

泊訓練施設である「大島青年の家」があるので、現地集合現地解散により経済的負

担も少なく、また、入学時のオリエンテーションを兼ねることで授業時数への影響

をできるだけおさえて実施している。 

昨年度に引き続き今年度も、集団行動や規範意識、また本来は家庭で行われてい

るべき基本的生活習慣の徹底に力を注いだ。「大島青年の家」の全面的な協力のも

と、アフピーからカッターボートまでの訓練をほとんどの生徒がやり遂げ、生徒達

に新鮮な一体感、達成感が生じたことが感想から窺えた。また、セミナー終了後、

ホームルームで異なる出身中学校の生徒達が談笑しているのを見るのは、大変嬉し

いものである。 

 

オ 成果と課題 

成 果 課 題 

○ カウンセリング活動は定着しており、的

確な情報交換ができただけでなく、高校１

年生がスムーズに高校生活になじむための

潤滑油にもなっていた。 

○ 各行事を通じて異年齢間のふれあいがで

き、また、新たな集団の中で良好な人間関

係が形成できた。 

○ 生徒指導の効果を高めるために、中

高で統一した基準を打ち出し、それに

準じた指導を各校で行うことを検討

する必要がある。 

 

カ 今後の展望 

 カウンセリング活動が定着し、中高のつなぎの時期である高校１年生のケアや情報

交換が充実してきた。今後も活動を継続していくことで、生徒理解、支援に努めてい

きたい。また、さらに生徒指導の効果を高めるためには、学級経営方針だけでなく生

活指導や服装指導を中高６年間統一した基準の下で行うことが有効ではないかと思わ

れる。これから協議を重ね、検討していきたい。 

 

 

 

 



 42 

（８） 各教科での取組み  

ア 国語科  

～数値化できない学力充実の方法の研究～  

（ア） 取組み 

 

 

 

 

 

 

 （イ）成果と課題  

成 果 課 題 

○ 中学校と高校における古典学習が有

機的につながり、指導の連続性が増すこ

とになった。特に、「周防大島高校の求

める５教科の力」で具体的な項目を挙げ

ることによって、中高のつながりを強く

意識することができた。 

○ 中学校での「朝の読書」の継続により、

高校でも読書への抵抗感が少なくなり、

読解力も向上し、思考力の基礎となって

いる。 

○ 適切に表現する力を育むための指導

を、ホームルーム活動や特別活動と連携

しながら、展開することができた。  

○ 定期テストの共通問題を観点別に設

けることで、生徒の実態把握がより明確

になった。   

○ 古典に興味を持たせる指導を、より工

夫したい。 

○ 思考力をさらに伸ばしていくために、

中学校および高校での日常的な読書指

導を、授業等の時間を使って継続してい

きたい。 

○ 物事を多角的にとらえる習慣を身に

つけさせるために、学習形態を更に工夫

する必要がある。また、６年間を通じて

豊かな表現力を育むための連携した指

導を工夫したい。 

○ 語彙の乏しい生徒のために、語彙を増

やし、かつ、正確に理解する学習を増や

したい。 

○ 学力観についての共通理解を一層深

めていきたい。 

（ウ）今後の展望 

読む力、書く力を育てることは容易なことではない。何より生徒一人ひとりが様々

な事に興味・関心を抱き、思索しながら日々を生きていく姿勢を獲得することが肝要

である。そのために、中高で継続的に読書指導を行い、生徒達に読書の習慣を身に付

けさせることは、必要不可欠なものである。また、今後は表現力を豊かにするために、

語彙を増やす指導を徹底していきたい。 

 

イ 社会科 

 （ア）取組み 

 

 

 

 

 

 

 

○ ６年間を見通した古典の指導についての研究 

○ 思考力を高めるための読書指導についての研究 

○ 豊かな表現力を育むための指導についての研究 

○ 定期テストにおける共通問題を更に充実させるための研究 

 

○ 中学校社会科公民的分野及び高等学校公民科「現代社会」における

考査問題の比較・考察 

○ 中学校間で共通化した単元テストの結果等を参考に、中高での生徒

の定着度の低い分野についての分析・考察 

○ ガイドラインの再検討 
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（イ）成果と課題 

  ａ テストの結果の生徒へのフィードバックについて 

中学校において、単元テストを積極的に実施し、その結果を速やかに授業に反映さ

せることで、生徒の学力向上をめざした。年に数回の定期考査と比較して、生徒への

フィードバックが効率的に行える利点がある。また、比較的狭い範囲で実施する単元

テストは、生徒にとっても目標が立てやすく、常に気を抜かずに勉強させるには有効

な方法であるように思われる。 

   

ｂ ガイドラインの改定について 

後期課程（高校）が前期課程（中学校）に求めるものがあるように、前期課程か

ら後期課程に求めるものもある。  
そのため、ガイドラインを作成する際に、３分野それぞれ中・高の教員が内容・

問題について話し合い作成した。作成過程の中で、お互いにつけたい力や求めてい

るレベルの共通理解をはかり、互いの授業に反映させることができると思われる。 

    

 （ウ）今後の展望  

連携３中学校では、昨年度同様、基礎学力の向上を目標にして単元テストの共通

化に取り組んでいる。これは基礎・基本を定着させるのに有効なだけでなく、自主

的に学習する習慣や意欲づけにもつながっていくと考えられる。この習慣を高校で

さらに定着させることによって学力を向上させ、生徒一人ひとりが希望する進路を

実現させたい。今後は高校卒業時の進路選択を意識した中高間の連携の在り方を追

究していきたい。 

 

ウ 数学科 

（ア）取組み 

 

 

 

（イ）成果と課題 

成 果 課 題 

○ 高校における授業は昨年度まで、

発展コース１クラスと、基礎コース

２クラスの計３クラスに編成して実

施したが、今年度は各コース１クラ

スの計２クラスとした。これにより

発展コースは数学Ⅰで、基礎コース

は数学Ⅰ、Ａの両科目で、週１回ず

つ中学の先生とのＴ・Ｔを実施する

こととなり、基礎コースの受講者の

指導が手厚く行えた。 

○ 中学における交流授業は、前年同

様高校の教員が各中学校に週１回１

時間、３年生の授業においてＴ・Ｔ

を行った。 

○ 中学での交流授業を、３年生だけ

でなく、１年生と２年生授業にも参

加できるようにしたい。 

○ 来年度は普通科のクラス数が増え

る予定であり、高校での交流授業に

ついてどのように設定するか、検討

が必要である。 

 

○ 交流授業の取組みの工夫・改善 

○ 学力向上のための指導（ゆとりを生かした学習） 
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○ ゆとりを生かした学習会では、学

習会前に課題を与え、当日は課題の

提出、課題テストの実施、採点・返

却と問題の解説を行った。採点結果

の返却を直ちに行うことにより、予

習の必要性を感じさせることが出来

た。 

 

（ウ）今後の展望 

昨年度からの課題として「中学では数学担当教員が各学校とも一人であるため、異

動により新たに来られた先生には連絡・確認を充分にする必要がある。」としていた

が、本年度は異動が無かったこともあり、各校間の意思疎通も十分図られていた様に

思う。今後とも、異動の際には十分留意したい。 

また、現在は中学での交流授業は３年生のみであり、３年次の１年間だけ高校の教

員が授業に参加して来るという形態である。以前は交流授業を週に２時間とり、１時

間は毎週３年生に、もう１時間は隔週で１年生と２年生に当てていた。このため中学

校において３年間を通して交流授業を行ったという形になり、高校の教員にとっても、

中学生にとっても、中高一貫教育という実感を得られていたように思う。 

 

エ 理科 

  ～基礎学力定着システムについて～ 

（ア） これまでの取組み 
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６年間を見通した学習指導計画（高校ではシラバス）をもとに、連携中学校間の定

期テストの共通化とテスト結果の分析をし、「なぜ原子や分子の学習が定着しないか」

から端を発し、「発展的な内容により興味をつなぐことができるのではないか」、そ

して「どのような内容を学習に取り入れるか」を検討し、中学生に対し発展的な内容

の学習を高校の教員とのＴ・Ｔを取り入れることがより効果的であるとの一つの結論

に達し、中学生に対して行ってきた。 

昨年からの取組みとして、高校での【結果の分析】から高校での【授業の実施】に

フィードバックする過程で、中学校の教員とのＴ・Ｔを取り入れ、【中→高の学習内

容を滑らかにつなぐ授業を実施】した。単元は、理科総合Ａの物理分野の「力学的エ

ネルギー」で、過年度の高校の定期考査のデータの分析により、これまで定着度の低

かった「加速度の概念と力の関係」について生徒の理解を深めることを目標とし、【中

高の教員でのＴ・Ｔにより、中→高の学習内容を滑らかにつなぐ授業】を行った。そ

の効果として、高校１年生に中学校で学んだことが、高校に行っても関係するのだと

いう意識を確認させることが出来た。 

（イ） 今年度の取組み 

今年度も、物理分野では昨年度に引き続き「力と仕事の関係」と、化学分野では「物

質の変化」でそれぞれ高校１年生を対象とした【中高の教員でのＴ・Ｔにより、中→

高等学校 中学校 

６年間を見通した学習指導計画（シラバス） 

授業の実施 

定期テスト 

結果の分析 

授業の実施  

指導案の作成  

追跡調査 

授業の実施 

共通問題による期テスト  

結果の分析 

指導案の作成  

授業の実施 

基礎学力の定着 

集計結果に考察を加え中学
校と今後の授業展開を協議
する。 

中高の教員でのＴ・Ｔにより、発展的
な内容を取り扱う授業を行う。 

中高の教員でのＴ・Ｔにより、中→高の
学習内容を滑らかにつなぐ授業を行う。 
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高の学習内容を滑らかにつなぐ授業】に取り組んだ。 

 

事例１：化学分野 

山根大介（Ｔ１：安下庄高校教諭）、角田善彦（Ｔ２：安下庄中学教諭） 

物質量について学習していないため、物質量を用いずに、滴下した水酸化ナトリウ

ムの体積が水素イオンの数を示すことを、モデル図を用いて理解させ、滴下した水酸

化ナトリウムの体積から酢酸の濃度の大小が判別できることに気づかせる。また、イ

オンのモデル化に達するまでにつまずく生徒が多いと予想されるため、プリントの図

やイラストに工夫を加えた。実験中は中学校教員とのＴ・Ｔにより机間巡視を行い、

実験操作についての理解が不十分な生徒には適宜アドバイスをして、実験操作を着実

に習得させるとともに、安全に実験するための器具の操作や薬品の取り扱いを理解さ

せる。また、班毎の話し合いでも中学校教員とのＴ・Ｔにより机間巡視を行い、各班

で積極的に意見が出るように指導していく。 

 

 

 

 

 

事例２：物理分野 

山根大介（Ｔ１安下庄高校教諭）、松村道夫（Ｔ２東和中学校教諭） 

中学校において、仕事や仕事率はあまり詳しく扱われていない。エネルギーについ

ては、エネルギーの種類や相互変換、保存について、仕事を用いて定義することなく、

定性的に学んできている。 

本時では、斜面を利用して、台車の登る角度を緩やかにすると、それを引くのに必

要な力は小さくてすむが、ある重さの物体を一定の高さまで持ち上げる、という仕事

をしている事に変りはない事を実感させる。また、作図による仕事の確認によって、

「ある仕事をする時、道具を使う事で必要な力を小さくする事ができるが、仕事をす

る距離は長くなるので、結果的に仕事の量は変化しない」という「仕事の原理」を理

 

授業風景 

プリントの抜粋 



 47 

解するとともに、「仕事の原理」が、小さい力で同じ大きさの仕事をするために、色々

な場面で様々な方法や道具に利用されている事を気づかせる。 

実験中は中学校教員とのＴ・Ｔにより机間巡視を行い、実験手順についての理解が

不十分な生徒には適宜アドバイスをしていく。また、班毎の話し合いでも中学校教員

とのＴ・Ｔにより机間巡視を行い、各班で積極的に意見が出るように指導していく。 

 

  

 

 

（ウ） 今後の課題 

中学校と高校の教科書の内容とのギャップを感じ、中学生がスムーズに高校で学ぶ

概念に入れるように、今後もこのギャップを中高の教員で協力して埋めていく必要を

感じた。 

 

オ 英語科 

（ア）取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＥＳ英会話の授業内容の充実・発展のため、本校高校教員が中学校での郡所属のＡ

 

プリントの抜粋 

 

授業風景 

○ 中学校におけるＥＳ英会話の授業内容の充実・発展と、高校教員の

指導方法の工夫・改善 

○ 中学校・高校における基礎英語力の増強 

○ 英語技能検定試験の合同実施 

○ スピーチコンテスト、英語による面接練習でのＡＬＴによる指導 

○ 定期テスト問題や交流授業における授業案等の情報の共有化 

○ ガイドライン作成による中高教員の情報交換の活発化 
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ＬＴとのＴ・Ｔによる授業を参観し、これからのＴ・Ｔの在り方について議論した。 

また、中学校・高校における基礎英語力の増強のため、今年度は、高校教員がＴ２

として加わる中学校での授業をＥＳ英会話のみでなく通常の英語の授業とした。また、

中学校教員がＴ２として加わる高校での授業を引き続き英語Ⅰ（グラマー）とした。

また、高校生の基礎英語力増強のために週１回の英単語小テストや、英単語週末課題

を課した。 

さらに、英語技能検定試験については、今まで人数が規定以上集まらず開催するこ

とができなかった回があったが、４校の合同実施により、生徒が受検する機会が増え、

その結果、英語に対する意識が向上した。 

 

（イ）成果と課題 

成 果 課 題 

○ 中高共に相互の指導内容や生徒の

学習の進捗状況が把握でき、自校で

補強すべき点が明確になった。 

○ 中高共に交流授業において、基礎

英語力の増強を試み、生徒の実態を

把握することができた。 

○ 高１の授業について、中学校教員

が、中学校での既習事項を説明して

から本時の授業内容に入るというス

タイルができ、高校の授業内容への

移行がスムーズに行えた。 

○ 高校所属のＡＬＴが週に１度のペ

ースで中学校へ訪問できるので、中

学生にとっては貴重な体験となって

いる。 

○ スピーチコンテストや英語面接指

導については、文章校正から発音指

導まで、中学生、高校生ともにＡＬ

Ｔからの直接指導を受けることがで

き、生徒の英語力が向上した。 

 

○ Ｔ・Ｔの指導法の改善が必要であ

る。 

○ 各授業の前の中高教員間の十分な

協議時間の確保が必要である。 

○ 中学校の通常授業に加わる際、Ａ

ＬＴの活用法を議論していかなけれ

ばならない。 

○ 高校所属のＡＬＴが今年度日良居

中学校へ訪問することができなかっ

た。 

 

 

（ウ）今後の展望 

今年度ガイドラインの改訂が進んだが、中高ともにガイドラインを活用し、内容を

充実させるために、中高教員相互の協議をさらに深めていくことが重要である。 

Ｔ・Ｔについては、中学校の通常授業とＥＳ英会話、高校の英語Ⅰの授業で行って

いるが、各学校の時間割作成上の制約などから、事前に十分な協議時間を確保するこ

とが難しかった。 

ＡＬＴについては、本校所属のＡＬＴが各中学校に訪問しているが、昨年度から始

まった、週に１日の久賀高校への訪問や本校での授業数（１１時間）、中学校での授

業２時間の授業に移動の時間を含めた計４時間の時間確保のため、時間割を変更する

ことが非常に困難になっている。そのため、今年度は日良居中学校への訪問は叶わな
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かった。加えて、今年度は本校での英会話の授業でのＡＬＴとのＴ・Ｔを１時間減ら

して対応した。来年度は、どの学校でも最大限ＡＬＴが活用できるように、多方面に

渡る条件整備が望まれる。 

 

カ 音楽科 

（ア）取組み 

 

 

 

 

（イ）成果と課題 

成果 課題 

○ 合 唱 指 導 に お け る パ ー ト 練 習

で、Ｔ１・Ｔ２がそれぞれ女声・

男声パートに分かれて範唱をしな

がら指導することで、発声のイメ

ージが明確になり効率の良い練習

ができる。 

○ 器楽の指導において、個別に時

間をかけて指導することができ、

早い段階で問題点に気づくことが

できる。 

○ 中学生の音楽に対する関心や技

能を把握することができ、高校で

の指導の際に、より個に応じた指

導が展開できる。 

○ Ｔ１・Ｔ２が共に男声の場合は女声

パートがイメージを作りにくいことも

ある。 

○ Ｔ１・Ｔ２で指導のポイントを共通

理解し、すべての生徒に対し一定以上

の指導を行う必要がある。 

○ パート練習では時間ごとに指導する

パートを変え、ひとりでも多くの生徒

とかかわりを持てるようにする必要が

ある。また、パート練習の際にも、個々

の生徒に目を向け、個別に指導する必

要がある。 

 

 

（ウ）今後の展望 

Ｔ・Ｔによる指導では、Ｔ１・Ｔ２それぞれの専門性を生かすことのできる授業を

行っていきたい。そのためにも、歌唱・器楽・鑑賞・創作の分野より、バランスよく

適切な教材を選択し効果的な指導を行っていきたい。 

歌唱指導ではＴ１・Ｔ２が女声・男声それぞれの範唱をすることで、基礎的な発声

の技術を伸ばして行きたい。器楽の指導においては、個別指導を中心にし、個々の問

題点に気づき効率の良い指導を行いたい。鑑賞・創作の指導では、生徒が自ら積極的

に学習活動に取り組むことができるような、説明や発問を考えていきたい。 

中学生・高校生のそれぞれの発達段階を踏まえての、生徒一人ひとりの音楽に関す

る能力・適性、興味・関心を把握し、系統的な情操教育を行っていきたい。 

 

 

キ 保健体育科 

 （ア）取組み 

 

 

 

○ 専門性を活かした効果的なＴ・Ｔの在り方についての研究・実践 

○ 柔道の授業における練習方法及び指導方法の工夫・改善 
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連携校では、柔道を武道の共通選択種目とし、中学校で得た柔道の技能を、いかに

して高等学校で発展させるかをテーマに研修を重ね、柔道の基礎・基本から発展した

指導方法まで共通化し、実践研究を行ってきた。 

連携４校の保健体育科の教員が昨年度、今年度で５名中４名が入れ替わった為、今

年度は、これまでの研修で積み重ねてきた、柔道の授業における指導方法や、共通化

した内容などを再確認し、共通理解の徹底を図った。 

 （イ）成果と課題 

（ウ）今後の展望 

   指導方法や練習内容などこれまでの研修で共通化した内容を再確認し、共通理解す

ることができた。しかし、連携校以外の中学校からの入学や、連携校の生徒数の減少

等もあり、高等学校での柔道の授業の進め方をさらに工夫していく必要がある。  
   今後は中高一貫ストレッチや柔道の授業など、連携校が共通して取り組んでいる内

容のさらなる定着を図り、高等学校入学後、連携校の生徒がリーダーシップを取り、

授業を盛り上げていけるよう工夫、努力をしていく必要があると考える。 

 

 成 果 課 題 

○ 連携校において教科の評価や指導方

法が共通化できるようになった。 

○ 連携校の生徒の基礎体力や技術等が

確認できるようになった。 

○ 連携３中学校の生徒数が減少し、

男女共修や他学年合同の授業が増

えてきているため、指導計画の共通

化を工夫しなければならない。 
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○ 周防大島高校としての、新たな中高一貫教育のシステム作りの検討

および模索 

○ ガイドラインの活用方法の改善と事例集作成 

○ 中高合同による生徒指導体制の充実 

４ おわりに 

本年度は橘・東和地域の連携型中高一貫教育が開始されて６年目の節目の年となった。

学力充実システムにおける様々な取組みや学校行事等の日頃から地道な取組みは随分と定

着してきたように思われる。週時程表に位置づけて実施している相互交流授業では、事前・

事後の打ち合わせを徹底するように中高教員が連絡を密に取り合う努力をしている。また、

本年度から作成した度数分布表は、生徒の学習に対する意欲を向上させるよい刺激となっ

たようである。さらに、学校行事における中高の役割分担の明確化が従来から懸案事項と

なっていたが、学校間の相互理解・努力と連携の深まりの甲斐あって、本年度の私の主張・

郷土おおしま発表大会において中学校・高校の生徒会合同による司会進行が実現した。６

年目を迎え、ともすればマンネリに陥りやすくなりがちだが、この現状に満足することな

く、少しでも生徒に実りの多い実践を行っていこうとする中高全教職員の熱心な取組みの

成果であると確信している。 

以下に、来年度の目標をいくつか挙げておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、来年度から安下庄高校と久賀高等学校が統合されて、新たに周防大島高等学校が

スタートする。新高校においても中高一貫教育は継続されていくが、今までの取組みのす

べてが来年度以降も行えるかどうかは、十分に検討していかなければならない。特に、教

育課程や学校行事、交流授業など、新たに加わる久賀中学校と十分に検討し、一つ一つ解

決していかなければならない。 

次に、本年度改訂したガイドラインは、従来の形式と大幅に異なり、問題演習形式が中

心となった。これにより、中学生が各項目の理解ができているか否かの判断がつきやすく

なり、自己の到達度をより確認しやすくなった。このガイドラインを来年度の新３年生に

配布し、生徒に活用を促すと共に、教員も日頃の授業や単元終了時に積極的に活用し、そ

の成果を年度末に事例集にまとめることにしている。 

さらに、来年度の周防大島学校の開始に合わせ、中高の生徒指導部が協力して指導体制

をより充実させていくことにしている。新高校がスタートするということもあり、落ち着

いた環境の中で学校生活を送れるように中高教員がサポートし、生徒が学習や学校行事、

部活動等にしっかりと打ち込むことが期待されている。そのため、中高間の情報交換をよ

り緊密に図り、生徒指導体制の共通理解を深めていくことが重要となってくる。 

来年度の周防大島高校のスタートに合わせ、現在の中高一貫教育の様々な取組みについ

ての再検討が行われている。これは、今までの取組みにどう久賀中学校に入ってもらうの

かという検討であるのと同時に、今までこの地域で行われてきた様々な取組みのうち、ど

れを継続してどれを変更していくのかという議論になっていくことが予想される。これま

でも学校行事の精選や学力充実システムの改善等で中高教員が協議を行ってきたが、来年

度の協議は、本地域のすべての中高教員にとって、これまでの取組みを振り返る良い機会

になるものと思われる。開始以来基礎学力の向上を目指した学力充実システムをはじめ、

各種学校行事や各分掌における取組みのすべてに意義があり、それによる生徒の変容が見
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られてきた。しかし、学校の枠組みが変わろうとしている現在、新たな視点と新たな体制

で臨むことが求められているように思われる。これまで積み上げてきた中高一貫教育の実

績を再検討し、新たな方向へと一歩を踏み出して行く覚悟が必要となってくる。本地域の

全教員が中高一貫教育の原点に立ち戻り、これからこの地域の生徒をどのように育て、ど

のようなサポートを行っていくべきかを、広い視野に立って考えていかなければならない。 
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○高等学校部分（第１・２学年；新学習指導要領，第３学年；旧学習指導要領） 

※中学校部分は、平成１４年度のものと同一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎完全実施期（H17年度）～ 

○高等学校部分（新学習指導要領完全実施）           ※中学校部分は、平成１４年度のものと同一 
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注 

 

◎移行期（Ｈ１４年度）教育課程について 

○中学校部分 

・ＢＳは、「ベーシックスタディ」、ＳＳは、「スキルスタディ」、ＥＳは、「エクスプレッション  

スタディ」の略 

○高等学校部分 

・「米語会話」「米文化理解」「レクリエーションスポーツ」は、学校設定科目 

・ＯＣは、「オーラル・コミュニケーション」の略 

 

◎移行期（Ｈ１５年度）教育課程について 

○高等学校部分 

・「米語会話」「レクリエーションスポーツ」は、学校設定科目 

・ＯＣは、「オーラル・コミュニケーション」の略 

 

◎移行期（Ｈ１６年度）教育課程について 

○高等学校部分 

・「米語会話」「レクリエーションスポーツ」は、学校設定科目 

・ＯＣは、「オーラル・コミュニケーション」の略 

 

◎完全実施期（Ｈ１７年度）教育課程について 

○高等学校部分 

・「米語会話」「米文化理解」「レクリエーションスポーツ」「ウィンド＆マリンスポーツ」は、学校 

設定科目 

・ＯＣは、「オーラル・コミュニケーション」の略 

 

 

 

 


